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発刊にあたって

今回、山室地区の中山間地域総合整備事業と県道芝平高遠線原組バイパス新設工事にあたり、発掘調

査を実施した高遠町大字山室1082番地他は、宮沢川と峠に源を発する山室川の合流点に開けた扇状地の

ほぼ扇央にあたる部分に位置しております。

調査地の原遺跡のある山室原地区は、室町時代には天台宗の天福寺のあった場所といわれており、今

発掘調査の楽しみの一つでもありましたが、このお寺に関する遺構 。遺物については確認することがで

きませんでした。

この山室の谷は室町時代の初め、天福寺の他に薬師寺、谷室山法華堂と呼ばれる寺院があり、日蓮宗

が普及していたと考えられ、茅野市の青柳から峠を越えて芝平に入り、荊日、宮原を経て山室へと続く

川沿いの道は法華道とも呼ばれています。また、身延山十一世日朝上人が山を越えて入笠山に出たとこ

ろで、ちょうど高座に適した岩山を発見したのでその岩に登り従者に法を説いたということからこの岩

を現在「高座岩」と呼んでいます。日朝上人は山室の郷に出て教化につとめたのでこの地の人々はこと

ごとくその教えに感激して天台宗から日蓮宗に改宗したといわれており、高座岩の上には今も多くの石

仏が祀られています。

今回の調査は、平成 8。 9年度の 2年 に渡って実施し、事前に試掘調査を行い、遺構・遺物の分布確

認の後本調査を行う方法により実施しました。

また、工事の年度が異なることと、範囲が広大であったため南側と北側に分けて実施し、南側部分の

試掘調査を平成 8年秋の刈取後に、本調査を平成 9年春に、北側部分を平成 9年秋の取入後に試掘調査

と本調査を実施しました。その結果、縄文時代の住居跡が30ケ所、平安時代の住居跡が 3ケ所、掘建物

址が 2ケ所確認することができ、それぞれの住居址内から縄文中期に比定できるほぼ完形の埋甕数点の

ほか、一万数千点に及ぶ縄文時代の土器片、平安時代の土師器片、その他石器・石鏃が多数出土しまし

た。

この調査にあたり、快くご承諾いただき調査の実施にご協力いただいた土地の所有者の方々にこの場

を借りてお礼を申し上げるとともにお忙しいところを長期間にわたり遠方よりご協力いただいた調査団

長の友野良一先生をはじめ、寒中ご足労をおかけしたにもかかわらず積極的に参加していただいた作業

員の皆さん、また長期間にわたり遺物整理に携わっていただいた作業員の皆さん、その他ご協力をいた

だいた方々に心より感謝申し上げるとともに、この報告書が今後の高遠町の教育文化の向上と埋蔵文化

財の一層の保護のために活用されることを願い、発刊にあたってのことばといたします。

平成H年 3月

高遠町教育委員会

教育長 中 原 長 昭



例   言

1.本報告書は平成809年度に実施した山室地区中山間地域総合整備事業及

び県道芝平高遠線の新設工事に伴う、埋蔵文化財緊急発掘調査報告書であ

る。

2。 この緊急発掘調査は、上伊那地方事務所及び伊那建設事務所の委託により

高遠町教育委員会が実施した。

3.本報告書は、短期間の内にまとめることが要求されているため、調査によ

って検出された遺構及び遺物を、より多く図示・図版化することに重点を

おき、その他資料の再検討は今後の機会に譲ることとした。

4。 本報告書の執筆者及び図版制作者は次のとおりである。

○本分執筆者 友野良一 。松島信幸・寺平 宏・北原作衛 。伊澤紹次

○図版制作者 友野良一・池上 勝 。伊澤紹次・奥田静子・唐澤春恵・

鈴木和恵・藤本邦幸

○写 真 撮 影 友野良一 。伊澤紹次

○土 器 復 元 鈴木 岬

○遺 物 整 理 友野良一 。池上 勝 。伊澤紹次・鈴木 岬・奥田静子・

唐澤春恵 。鈴木和恵 。藤本邦幸・北村泰子・伊藤節子・

秋山美佐子

5。 本報告書の編集は、主として高遠町教育委員会がおこなった。

6.遺物及び実測図類は、高遠町教育委員会が保管している。
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節 1章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至るまでの経緯

平成 8年 10月  原遺跡発掘調査にかかわる届出等を提出

平成 8年 11月  発掘担当者友野良一氏と発掘調査の方法 。期間などについて事前の打合せを行なう。

第 2節 調査会の組織

○高遠町教育委員会

教 育委 員長

委 員長代 理

委    員

//

ク

教  育  長

//

教 育 次 長

//

社会教育係長

生涯学習係長

係

○発掘調査団

発掘担 当者

調 査 団 長

調 査  員

ク

第 3節  発掘調査の経過

(平成10年 10月 まで)

(平成10年 10月 から)

(平成 9年 10月 まで)

(平成 9年 10月 から)

(平成 9年 9月 まで)

(平成 9年 4月 から)

(平成 9年 3月 まで)

(平成 9年 4月 から)

(平成 9年 3月 まで)

(平成 9年 4月 から)

ク

　

　

ク

　

　

ク

北原 作衛

横田  稚

中畑 節子

阪下 哲彦

広瀬千代美

山川  廣

中原 長昭

矢澤 秀雄

伊藤  清

小松 博康

加藤 俊幸

伊藤 隆博

伊澤 紹次

西村 恵子

西村 真紀

友野 良一 (日 本考古学協会会員 。東洋陶磁学会会員)

ク   (         ク        )

松島 信幸 (第四紀学会会員)地形・地質

寺平  宏 (   ク   )  ク

飯塚 政美 (日 本考古学協会会員)

本田 秀明 (日 本考古学協会会員 。長野県文化財パ トロール員)

発掘調査回誌

1996 第 1次調査 (南側部分)

11。 27(水 )器材の搬入及びテントの設営を行なう。
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11.28(木 )

H。 29(金 )

12。 16(月 )

1997

5。 19(月 )

5。 20(火 )

5。 21(水 )

5。 22(木 )

5。 23(金 )

5。 26(月 )

5。 27(火 )

5。 28(水 )

現地にて発掘調査の安全と諸霊鎮魂のための神事を行ない、その後、友野調査団長より調

査の方法について説明。重機によリグリッドの表土剥ぎを行なう。 2名ずつ各グリッドに

入リテフラ面までの掘り下げを行なう。(20名 )

各グリッドの試掘及び断面図作成。

器材の搬入及びテントの設営を行なう。

現地にて発掘調査の安全と諸霊鎮魂のための神事を行ない、その後、友野調査団長より調

査の方法について説明。その後、前年遺物の確認されているグリッドを中心に周囲を5m

ほど重機にて表土剥ぎを行ない、掘 り下げを行なう。A2-39グ リッド拡大部分より土師

器等33点出土。第 1号住居址と決定する。遺物測量を行ない遺物取上げ後更に掘 り下げを

行なう。 (18名 )

A7-38及 びA8-38グ リッドを重機にて拡大して表土剥ぎを行ない、作業員により掘 り

下げを行なう。縄文土器の他たたき石、投弾等の遺物が確認される。第 2号住居址と決定

する。遺物測量をし、遺物取上げ後写真撮影を行なう。その後第 1号住居址の掘 り下げを

行ない、出土 した土師器、陶器等の遺物測量をして作業終了。 (15名 )

第 1号住居址実測後遺物を取 り上げ、掃除をして写真撮影を行なう。午後D-9グ リッド

の重機による表土剥ぎの後掘 り下げを行なう。拡大部分より石芯粘土釜が確認され、土師

器、須恵器が出土する。サブ トレンチを4本入れ壁の確認を行なう。 (16名 )

昨日に引き続きD-9グ リッド拡大部分の掘 り下げを行なう。壁の確認ができなかったた

め、重機により南側部分を拡大し掘 り下げを行なう。遺物測量後、竃付近の遺物を残 して

遺物を取 り上げる、その後北側部分を拡大 し掘 り下げを行なったところ、北側部分からは

床面及び壁が確認された。北原作衛教育委員長が現地に訪問される。 (10名 )

D-9グ リッド拡大部分の掘 り下げを行なう。昨日確認された柱穴を半カットして、竃の

煙道部分の掘 り下げを行なう。第 3号住居址と決定 し、周溝を確認 して掃除したあと写真

撮影を行ない作業終了。 (10名 )

第 3号住居址の南側及び東側部分の掘 り下げを行なったところ、南側部分に集石と土墳が

確認された。集石については焼けた跡があり土墳からは縄文土器片と貝殻が 1つ確認され

た。午後、経塚があつたといわれている部分に トレンチを東西 。南北に各 1本入れて本日

の作業終了。 (13名 )

昨日トレンチを入れた経塚があつたといわれている部分の掘 り下げを行なう。残念ながら

遺物は 1点 も確認されなかった。近 くの原豊さんに経塚についての話を聞きに行 く。その

近 くの地質調査を実施 し、本日の作業終了。 (13名 )

新 しく架かる川久保橋の橋台部分の試掘調査を行なう。大きな石が出土 したが、筆跡等は

確認できなかった。畑の所有者の伊藤さんに話をして梅の本を切らせていただき調査部分

を拡大するが土器片 1つ確認できたのみであった。女性作業員は遺物洗い 。注記作業を行

なう。 (10名 )

5。 29(木 )
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5。 30(金)橋台部分の上の田の端に石碑が倒れていたため起こしてみたところ字が確認できたため、

午後拓本を採る。C-8グ リッドの表土剥ぎを重機により行ない掘り下げを実施したとこ

ろ柱穴群が確認された。遺物も数点確認でき、掘立建物址と決定する。(14名 )

1997 第 2次調査 (北側部分)

10.27(月 )器材の搬入及びテントの設営を行なう。

10.28(火 )発掘調査の安全と諸霊鎮魂のための神事を執り行ない、調査団長の友野良一先生より調査

についての説明の後、試掘グリッドを重機にて表土剥ぎを行ない、その後作業員により掘

り下げる。(17名 )

10.29(水)試掘グリッドの表土を重機により剥ぎ取った後、掘り下げを行なう。土器片が数点出土し

たのみで遺構は確認できなかった。(15名 )

10。 30(木)午 前中A15-19グ リッドを拡大し、耕土下40cmく らいまで掘り下げる。黒土部分より土器

片が200点近く出土する。午後並行してA16-19グ リッドを掘り下げる。土器片数点出土。

(18名 )

10.31(金 )昨 日に引き続きA16-19グ リッドの掘り下げを行なう。並行して、A15-19グ リッドの平

板測量を行ない測量後更に掘り下げを行なう。(18名 )

11.4(火)A16-19。 A17-19グ リッドの掘り下げを行なう。また、A15-19グ リッドを東側に拡大

し、午後北側に拡大する。A16-19グ リッド平板測量を実施し、作業終了。(18名 )

H.5(水)A15-19グ リッドを重機にて南西部分に拡大し、その後掘り下げを実施する。お墓の前の

畑については、天台宗の天福寺があつた頃小坊主の住んでいたお堂があったところだとい

う近くの長老の話を聞く。A23-21グ リッドを拡大し掘り下げた後、平板測量実施。 4ケ

所より炭と動物のものと思われる骨が出土した。 (18名 )

H.6(木)重機にて表土剥ぎを行なったグリッドを作業員により掘り下げる。AH-26・ A12-26・

A14-27グ リッドは住居址になりそうである。A10-24グ リッドより炉址が確認される。

(17名 )

11.7(金)A10-24グ リッドとAll-24グ リッドを拡大し掘り下げを行なう。A10-24グ リッドの炉

址より土器片と炭が出土する。また、A15-26グ リッドより注目土器出土。(19名 )

11.10(月 )A12-25。 A12-26・ A13-25グ リッドを拡大して、掘り下げを行なう。A10-24グ リッ

ドから住居址の壁が確認される。赤土部分が見られないことから張り床であつたと考えら

れる。 (20名 )

11.11(火 )All-24・ A13-25グ リッド周辺を重機にて拡大し、その後掘り下げを行なう。A12-26

・A13-25グリッドを住居址であるかどうか確認するため、更に掘り下げを行なう。A10

-24グ リッドを第1号住居址、A12-26グ リッドを第2号住居址と決定する。天福寺のあ

ったといわれている田については、確実性を求めるためトレンチを入れて調査することと

する。

11。 12(水)A9-11・ All-26。 A12-25グ リッドの床面確認のための調査を行なう。A13-10グ リッ

ド拡大部分より埋甕出土。(17名 )

H。 13(木)雨 天のため作業員による作業を中止とし、重機によるグリッドの表土剥ぎを、終日実施す

-3-



H。 14(金 )

11。 17(月 )

11。 18(火 )

11。 19(水 )

H。 20(木 )

11。 21(金 )

11.25(火 )

11.26(水 )

11.27(木 )

H。 28(金 )

12.1(月 )

12. 2(火 )

12.3(水 )

る。 (5名 )

テントを設営 してある田にトレンチを 2本入れる。A15-23・ A17-24グ リッド周辺を拡

大する。それぞれから壁、石囲炉が確認される。本日までで10ヶ 所ほどの住居址が確認さ

れた。 (18名 )

雨天のため作業中止。グリッド毎の地質調査をまとめる。

A10-28・ All-29・ A12-29グ リッドの掘 り下げを行なう。住居址になりそうなため、

壁、床面を壊さないように注意 して掘 り下げる。 (19名 )

昨日に引き続きA10-28・ All-29・ A12-29グ リッドの掘 り下げを行なう。調査をする

うえでテントが邪魔になるため、下の田に移動する。 (18名 )

テントのあった部分に トレンチを入れる。A15-23グ リッド拡大部分より埋甕出土。All

-30グ リッドを拡大 し、壁を確認する。土手の方は切られてしまっているらしい。友野先

生の話では約70%の調査が終了したとの話である。第 3・ 4号住居址の実測を行ない作業

終了。 (17名 )

A15-23グ リッド拡大部分の掘 り下げを行なう。天福寺跡といわれている田にトレンチを

入れる。テントのあった トレンチより、伏甕・埋甕が出土する。第 4号住居址の炉を半カ

ットする。炉址内より骨、矢尻が確認される。 (19名 )

第10号住居址までを決定する。第 3・ 4号住居址の写真撮影。第 6号住居址平板測量。第

5号住居址の周辺から土墳と竪穴が確認された。第10号住居址までの床面確認作業を行な

い、作業終了。 (19名 )

雨天のため、作業中止。

第 8・ 9号住居址を拡大 し、壁の確認を行なう。第 9号住居址から出土 した埋甕の周辺を

石が巡っていた。また、その横側から江戸時代のものと思われる陶器片が出土した。また、

天福寺跡といわれている田の トレンチの調査を実施 したところ、 トレンチ内から直径30cm

ほどの石が多数確認された。寺に関係する礎石があるかもしれないため、後日調査するこ

とにする。更に、右側の トレンチより柱穴と思われる箇所が 6つほど見つかつた。途中の

ため後日拡大 して確認することにする。付近よリハチの巣石と鉄片が出土する。住居址の

平板測量と写真撮影実施し、作業終了。 (18名 )

第 1号住居址の柱穴を掘る。昨日に引き続き、住居址の平板測量と写真撮影を行なう。第

11号住居址の床面を確認する。炉址横より復炉と埋甕が出土する。午後、三義雑学クラブ

の一行が現地見学を行なう。友野先生より説明を行なう。 (20名 )

第 2・ 11号住居址の床面確認のための調査を行なう。昨日に引き続き、住居址の平板測量

と写真撮影を行なう。午後は雨天のため、勉強会を行なう。 (18名 )

天候不順のため作業員による作業を中止 し、住居址の平板測量のみを行なう。(5名 )

第 9。 10号住居址の平板測量を行なう。第 2・ 12号住居址の西側に炉址を確認、床面、壁

が確認できたため、第13・ 14号住居址と決定する。作業員、住居址の掃除を行ない、本日

の作業終了。 (21名 )

松島・寺平両先生により地質調査を行なう。第 2・ 11・ 12・ 13・ 14号住居址の平板測量を

行なう。第15・ 16・ 17・ 18号住居址の柱穴を掘 り、床面を掃除して本日の作業を終了する。

12.4(木 )
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12.5(金 )

12.8(月 )

12。 9(火 )

12.10(水 )

12.11(木 )

12.12(金 )

12。 15(月 )

12。 16(火 )

12.21(日 )

1998

4。 17(金 )

4。 20(月 )

4.21(火 )

4。 22(水 )

4.23(木 )

(19名 )

第15。 16・ 17・ 18・ 19号住居址の平板測量及び写真撮影を行なう。第20号住居址、作業員

による床面確認作業を行なう。 (19名 )

雨天のため、作業を中止する。

第20・ 21号住居址を拡大し、床面確認のための調査を行なう。第20号住居址の平板測量及

び写真撮影を行なう。 (18名 )

第21・ 22・ 23・ 24・ 25号住居址の平板測量と写真撮影を行なう。第22・ 23号及び第24号住

居址の床面確認調査を行なう。友野先生より、原遺跡は改田にために約 3分の 2が消滅 し

てしまっているという話があった。 (19名 )

第14号住居址を重機にて拡大 し、壁と床面の確認調査を行なう。午後、天福寺跡といわれ

ている田を重機にて拡大する。11月 27日 以来に調査を行なったが、柱穴が南方面に更に確

認された。友野先生の話では 2間 × 3間の掘立建物址ではないかとのことである。 (17名 )

掘立建物址を掘 り下げの後平板測量を行なう。 (18名 )

各住居址の伏甕と埋甕の写真撮影と遺物の取 り上げを行なう。 (17名 )

現地説明会に使用する遺物以外を取 り上げ、同時に器材の片付けを行なう。午後道具を歴

史博物館に搬入する。本日をもって作業を終了する。 (17名 )

現地説明会を実施する。参加者100名 。

昨年実施できなかった数ヶ所について追加調査を実施するため、器材の搬入とテントの設

営を行なう。

A14-25グ リッドを中心として、第 1ト レンチを設け、10m西方に第 2ト レンチを設ける。

重機による表土剥 ぎを行なった後、作業員による掘 り下げを行なう。今回の調査は昨年の

続きであるため、住居址が確認された場合は第26号住居址からとすることを決定する。

(7名 )

第 1・ 2ト レンチの掘 り下げを行なう。各 トレンチを拡大して見るが、住居址と思われる

箇所は見つからなかった。午後県道の上の田に第 3・ 第 4ト レンチを設け、重機による表

土剥ぎを行なった後、作業員による掘 り下げを行なう。 (10名 )

第 5・ 6ト レンチを設け、重機による表土剥ぎを行なった後作業員による掘 り下げを行な

う。第 5ト レンチの田の切れ日部分に赤土が確認されたため東 。西側に拡大 してみたとこ

ろ、住居址であることが確認できた。第26号住居址に決定する。また、第 6ト レンチを拡

大して見たところ、炉址が 2ヶ 所確認できた。第27・ 28号住居址と決定する。第 7・ 8ト

レンチを設け、重機による表土剥ぎを行ない作業を終了する。 (8名 )

第 7・ 8ト レンチの掘 り下げを行なう。第26号住居址を南側に拡大したところ埋甕が確認

できた。午後、第27・ 28号住居址を拡大したところ、第28号住居址の北側に住居址を、更

に東側に竪穴を確認することができた。住居址を第29号住居址、竪穴を第 2号竪穴と決定

する。また、第27号住居址から埋甕が 2つ確認できた。第26号住居址から第29号住居址ま

での写真撮影を行なう。午後重機により表土剥 ぎを行なった第 9。 10ト レンチの掘 り下げ

を行ない、本日の作業を終了する。(9名 )
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4.24(金 )第 26・ 27・ 28・ 29号住居址及び第 2号竪穴の実測を行なう。午後、第10ト レンチの掘り下

げを行ない、赤土を確認する。県道の下の畑にトレンチを入れるための自線を引く。

(6名 )

4.27(月 )第 11ト レンチから第16ト レンチを設け、重機による表土剥ぎを行なった後掘り下げを行な

う。午後、第15ト レンチを掘り下げたところ、灰釉陶器片、土師器片が確認されたため拡

大したところ、石芯粘土窯が確認できたため平安の住居址であることが分かり、第30号住

居址と決定する。床面、壁の確認を行ない本日の作業終了。(8名 )

4。 28(火)第 30号住居址の壁を確認し、住居址を掃除した後写真撮影と平板測量を行なう。午後、テ

ントを片付け器材とともに歴史博物館に運び、作業を終了する。(8名 )

4.30(木 )測量会社による遺構の実測を行ない、現場での全作業を終了する。

1998。 1月 ～1999。 3月  遺物整理と報告書の作成

《発掘調査に参加いただいた方々 (順不同 。敬称略 )》

伊東  晃  小松 孝臣  北原 幸司  春日 光史  本田 秀明

赤羽千佐子  伊藤まさ美  中山そう子  北原かくゑ  北原 和子

北原 貞子  北原まさる  原 まき子  原  綾子  伊藤美和子

北原きせ子  北原八重美  宮下美咲男  鈴木  岬  奥田 静子

唐澤 春恵  鈴木 和恵  山川  廣  中原 長昭  矢澤 秀雄

伊藤  清  加藤 俊幸  小松 博康  伊藤 隆博  西村 恵子

西村 真紀  橋爪 貞雄  矢野やよ江  (有 )東部建設 (株)峰 コンサル

高遠町役場建設課・産業課職員
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第 2章 遺跡の喋境

第 1節 遺跡の位置

今回の発掘調査地である長野県上伊那郡高遠町大字山室1082番地他に所在する原遺跡は」R飯田線伊

那市駅から国道361号 により高遠市街に至り、更に国道152号 を5km北上し、長藤板山地籍より町道小豆

坂線を5km東方に進んだ地点にあたる。また、この原遺跡には中央東線茅野市駅から杖突街道 (国道

152号)にて長藤板山地籍に至り、町道小豆坂線にて至ることもできる。更に伊那市から長谷村を経由

して至ることもできる。

原遺跡は宮沢川が山室川に合流する扇状地の扇央に位置し、標高は960m内 外の範囲にある。

|:50,000
0 | 000 2ooo 3ooo

i

第 1図 遺跡の位置図  ○今回の調査地
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第 2節 地形 。地質及び周辺の遺跡分布

1)地形及び周辺の遺跡分布

きも プ
～

|:10,000

遺跡名 ④原遺跡 ②り|1辺遺跡

第 2図 遺跡付近の地形及び周辺の遺跡分布図
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2)原地区の地形と地質

1、 原地区と宮沢川扇状地

調査地域は高速町山室の原地区である。原地区は山室の南端にある集落で 2万 5千分の 1地形図に

は原組とある。本地域は山室川の支流の宮沢川による扇状地にあたる。扇状地は開析されており、左

岸側の本調査地域と右岸側の扇状地とに宮沢川で分断され、宮沢川の流路は両岸の扇面を切る田切地

形となっている。左右両きしの扇状地を宮沢川扇状地と呼ぶ。三義の谷では最大の扇状地である。中

でも、原地区は最大の水田地帯になっている。

原地区は高速町中心部より東へ直線距離で3Km余離れた赤石山地の山麓に位置する。原地区が属

する山室は三峰川の支流である山室川に沿った谷あいの山村である。山室川には下流から山室・荊口

・芝平の三村があつて三義と呼ばれる。

高速町中心部と山室地区とは月蔵山によってへだてられている。月蔵山の東斜面を中央構造線が南

北に通つている。花こう岩類が広く分布する内帯傾1に位置する町の中心部に対して、山室は結晶片岩

類が分布する外帯の三波川帯に位置する (第 3図 )。

(内帯)領家帯

(a)地形・地質 上の位置

iFxfi-r 

- 

:fiJrrffr

(b)地形・地質断面図(高 il町役場‐月産Jl‐ 山室の原・鹿嶺山崚を通るほぼ東西方向の断面)

第 3図 原地区の地形・地質上の位置 (a)と 原地区を東西に切る地形・地質断面図 (b)

高
速
町
投
嬌

石 英閃

|l8r r
thf s ,?
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□
□
国
国
囲
□

凡例

洪水氾濫面

下位の低段丘面

上位の低位段丘面

新期扇状地面に発達 した凹地

新期扇状地面をやや開析 した面

新期扇状地(再堆積 した新旧のテフラをのせる)

のテフラを風成でのせる)

中期扇状地面 (再堆積の御岳第1テ フラより上の

テフラをのせる)

古期扇状地面 (御岳第1テ フラより上の風成

テフラをのせる)

礫層  (新旧の河床礫および扇状地礫層)

基盤岩類(主 として結晶片岩)

q    l∞   290   300   4pOm

囮
囮
囮
国
囲
□
□

第 4図 高速町原地区 地形面区分図



、A地点のテフラ

宮沢川が造った原組の扇状地は一面に2～ 3mか ら厚いところでは5～ 6mの テフラ層で覆われ

ている。A地点は扇状地の中央部で住居址が多くあった場所である。

A地点の表層地質説明をA地点柱状図 (第 5図 )、 テフラ分析表 (第 1表 )、 砂粒構成比 (第 6図 )

から言己す。

第 1表 高速町原地区のテフラ分析表

即岳上部テフラ》AT・ 基盤岩風化浩 片
le色 土 l》 qt,コ ークス状岩片

cpr,Dt, (ol) 印岳上部テフラ》基盤岩風化着片》AT
陽色土、硬質

cpr, ot, ho, ol 脚岳上部テフラ》基盤岩風化着片

cDr, Et, (ho, ol) 上部テフラ》基盤岩風化岩片
3色上、硬質 ot. fto. ol )

上部テフラ》基盤着風化岩片
褐色土、礫混入 rl〉 qt.結晶片岩顕岩片

, ho, ot 基盤岩風化着 片》御岳上部テフラ

風化岩片≧御岳上部テフラ

黒褐色土 Fl,結晶片岩額岩片 即岳上部テ フラ>基盤着風化物 》AT・ K―Ah
「1,結晶片岩輌岩片 br. br-rl 御岳上部テフラ>基盤懲風イヒ物》AT.K― Ah

御岳上部テフラ>AT>基盤岩風化物
opr, ot, cpl ho Fl,コ ークス状火山岩片、結晶片岩類着片

opr, ot, cpx, ho

陽色土

opx, ot, cpr (ho)

cpr fto)

伊那テフラ(い -ln)

lmベージュ色火山灰層 レ

お畠の下 1鴻 交 した軽石層、黄色軽石部

御岳上部テフラ・御岳三岳テフラ温交

br-sl

■鉱物RIItt opx:斜 方輝石,c px:単 斜揮石,mt:磁 鉄鉱,ho:角 閃石,ol:か んら
その他の鉱物・岩片等 bi:黒雲母,fl:長 石,qt:石英,ob:黒 曜石

火山力・ラスの形態他 bw:泡 壁型,pm:軽 石型,br― gl:褐 色力・ラス

( )は ごく饉か含まれるもの

黒土 
鬼界アカホヤテフラ(K‐ AD混合 約7f年前

黒褐色土 御岳テフラ (二次的)と 風化岩片が混じる

‐――― 姶良Tnテ フラ(Aつ 混合 約25万年前

褐色火山灰土 御岳テフラ (二次的)≫風化岩片

IBt火山灰土基盤岩風化岩片≫御岳テフラ (二次的)

青褐色粘土～砂 結晶片岩類風化岩片を主とする
黒褐色火山灰土結晶片岩類風化岩片を主とする
赤褐色火山灰土御岳屋敷野テフラ(on_Ys瀕ス ?

IBt火山灰土基盤岩風化岩片≧御岳テフラ (二次的)

赤色スコリア混入

赤褐色スコリア
御岳三岳テフラ(on_M052～ 54万年前

賞灰伍十 結晶片岩類風化岩片

礫層 結晶片岩類

第 5図 原地区中央部A地点の柱状図
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地点①、砂粒の構成比%
試料 NIQ 結 晶 火 山がラス 火山岩 片 風化岩片

0

0

3

0 0

5 1 5 5

6 5 5

0 0

8 0

9 0

0

5

5

5

5

17

地点A、 砂粒の構成比%

地点B、 砂粒の構成比%
試料ヽ 結晶 火山ガラス火山岩片 風化岩片

1

5

5

0

5

0 0

5

0

0 0

２‐

２

２３

２４

２５

％

２７

２８

”

３。

３‐

３２

３３

鉾

３５

第 6図 高遠町原地区地点A・ Bの砂粒構成比

黒土からは広域テフラの鬼界アカホヤテフラ (K― Ah)が含まれ、文化層の年代と整合的である。

黒土層の下には、いわゆる赤土と呼ばれるテフラ起源の地層が厚 くあらわれる。両者は急変するのでは

なく、黒褐色土層を漸移層としてはさんでいる。表層から80cm下 までの褐色火山灰土層までは広域テ

フラ起源の火山ガラスが含まれる。特に40～ 60cmの 褐色火山灰土中に姶良Tnテ フラ (AT)が比較的

多 く含まれている。ATの降下年代は約2.5万 年前とされていることから、最終氷期の酸素同位体ステ

ージ 2の最寒冷期にあたる。

褐色火山灰土層は 2mの位置に砂粒の構成比が変化する。 2mま では御嶽火山起源のテフラから由来

した結晶粒が70%前後含まれていて、周辺の山地を構成する基盤岩由来の風化岩片は少ない。これに対

し、 2mよ り下位の褐色火山灰土層は御嶽起源の結晶粒の含有率が極めてわずかとなり、大部分の砂粒

は結晶片岩類を起源とする風化岩片となる。これは堆積環境の変化を示すものと推定でき、気候変化の

反映と考える。 lmか ら2mの間で気候の寒冷化が進行 したであろう。ステージ 3か らステージ 2ヘ

の変化にあたる。

2mよ り下位の地層は宮沢川から供給されたと思われる結晶片岩類の砂粒を多 く含む。中でも、2.4～

2.5mに はさまれる青褐色粘土～砂層は水つきの堆積物であろう。総 じて、 2～ 3m間の地層は水の影響
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を示唆する再堆積と考えられる。

1.6～ 2.7mの赤褐色火山灰土層中には黒曜石粒が出現し、御岳屋敷野テフラ (On―Ys)の可能性が極

めて大きい。この層位は広域テフラの大山倉吉テフラ (DKP、 約 5万年前)よ り下位にあるため、これ

より下位の地層は最終氷期の主寒冷期を示すステージ4にあたる。

3mに厚さ30cmの 赤褐色スコリア層がはいつてくる。これは御岳三岳テフラ (On― Mt、 5。 2～ 5。 4万

年前)である。この降下スコリア層は伊那谷全域に見られる良好な示準テフラであり、ステージ4の末

期にあたる。

原の扇状地では、御岳三岳テフラの大規模な降下期の前に、扇状地面が離水している。本テフラ降下

後には扇状地面上に溢れ出るほどの洪水はほとんどない。宮沢川扇状地はもっぱら右岸側の新井地区に

氾濫域を移している。御岳三岳テフラより下位は薄い黄褐色土層をはさんで礫層になる。扇状地本体を

造る礫層であつて、A地点のトレンチでは厚さを確認できない。山室川で開析された崖では30m余の厚

さを示す。

原の扇状地は、集落が立地している第 2図のn5面 より北側の主要扇面 (第 2図のnl～ n3面)が

ステージ4の寒冷期に宮沢川から供給された結晶片岩礫によって形成されている。

3、 B地点のテフラ

B地点は原地区の扇状地の南縁部にあたる。南縁部は尾根状に突き出ており、古い扇状地礫層から新

期御嶽テフラの上部層をすべて堆積させている。 (第 7図 )

黒褐色土 御 FJ上部 テ フラ >基盤岩風化物 ≫K冷
認,:芳 筆冊

← 始 良Tnテ フラ(AT)約 25万年前

褐色火山灰土 (御 岳上部テ フラ >基盤岩風化物 )

赤褐色ス コ リア密集 御 lrr屋 敷野テフラ(on_Ys)

赤褐色スコ リアo5～ :cm 御岳三岳テ フラ(on_Mt)52～ 54万 年前

掲色火山灰土

橙色軽石3～4mm 御 岳伊那テ フラ(On■ n)

(― ベー ジュ色火山灰 鬼界葛原テ フラ(K‐T2)98■ 26万 年前

責褐色火山灰土

← 黄色軽石 御 岳薮原テ フラ(On_Yb)

費～白色軽石 l～ 2cm 御 岳第 1テ フラ(on‐ Pml)約 lo万 年前

褐色古土壌

礫層 結品片岩類 を主 とす る5～ 10cm]i角 礫、風化度大

第 7図 原地区南縁部B地点の柱状図
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最上部の黒褐色土層は広域テフラの鬼界アカホヤテフラ (K― Ah、 約 7千年前)が含まれ、その下に

続く部分に姶良Tnテ フラ (AT、 約2.5万年前)が含まれている。ATの層準は0。 4～ 0。 5mの褐色火山

灰土層の最上部にもっとも多産する。この付近の地層が最寒冷期を示すステージ2にあたる。

ATを含む褐色火山灰土層は1.6mま で続く。その下位に赤褐色のスコリアが密集していて、御岳屋敷

野テフラ (OnttYs)と 判明した。A地点ではOn―Ysが2.7mの ところに介在するのに対して大きな違い

がある。A地点の褐色火山灰土層は降下風成層とはいえない。基盤岩風化岩片が多量に混じつた再堆積

層であり、B地点では降下堆積物を主にするための違いである。

2.6mに厚さ30cmの御岳三岳テフラがある。これはA地点と似た産状である。B地点では三岳テフラ

より下位になお約 4mのテフラ層と古土壌が続く。このことからB地点を含む扇状地南縁部は古い時代

に形成されたことを示す。A地点では三岳テフラより離水しているから、離水年代は約5。 5万年前と推定

でき、B地点では古土壌から離水しているから13～ 14万年前ころと推定できる。

B地点の三岳テフラより下位には数枚の示準テフラが確認できた。それらは3.1～ 3.3mにある御岳伊

那テフラ (On― In、 約 9万年前)。 3.6mに小レンズ状に含まれるベージュ色火山灰は鬼界葛原テフラ

(K―Tz、 9.8± 2.6万年前)。 4mに レンズ状に含まれる黄色軽石は御岳薮原テフラ (On―Yb)。 4。 1～

5。 lmに含まれる厚い黄～白色軽石は御岳第1テ フラ (On― Pml、 10万年以上前)な どである。

2～ 3m間にある褐色火山灰土層はステージ4の寒冷期からステージ5のやや温暖期の地層と推定し

ている。さらに、ステージ5は 13万年前ころまでさかのぼり、この間にやや寒冷な期間を2回ほどはさ

んで、13万年前ころは暖かい最終間氷期になる。御岳第1テ フラ層までがこれらの期間に堆積した地層

であると考えている。

古土壌は細粒の礫から粘土までを不規則に含む無層理層で、風成層として堆積した可能性が大きい。

それが温暖な気候の影響を受けて濃褐色に風化している。 6mよ り下位にある礫層は扇状地を構成する

厚い礫層の最上部にあたる。 5～ 10cm大 の結晶片岩礫からなり、亜角礫が大半を占め、宮沢川の上流

域から運ばれてきた礫が急激に堆積した様子が推定できる。さらに、古土壌直下の部分は強く風化して

いる。こうした産状から5m以下の地層は寒冷なステージ6の堆積物と考える。

4、 C、 D地点のテフラ

C地点のテフラは異常堆積を示している。御岳第 1テ フラと御岳三岳テフラ、さらに上部テフラまで

が雑然と混合した状態で重なっている。このような現象を生じた理由は 2万年前後の最寒冷期に発生し

たソリフラクションか、その後に生じた表層泥流によると考えられる。

D地点では御岳第 1テ フラを切るように黒土層が接している。その黒土からは広域テフラの俎 やK―

Ahが検出される。一方、この地点の地形を確認するために圃場整備が行なわれる前の古い空中写真を調

べた。その結果では窪地が存在する。窪地内に堆積した黒土層であると考えられる。

原地域の扇状地における元の地形を空中写真から調べるとD地点のような窪地が原の集落から下方に

向かって発達している。こうした窪地は扇状地の離水後、扇面にできていた微低地に集まってくる表層

水の働きで彫り込まれて窪地ができ、そこへ新しく集積したり、流れ込んだりした砂や粘土であると考

える。

5、 原地区扇状地の地形分類と宮沢川扇状地の発達史

宮沢川は950m付近を扇頂として山室川に向かって開いた扇状地を造っている。扇央部の縦長は750m、

扇端部の最大幅は1.lkm、 扇面面積0。4厨下刻量30～ 40m、 礫層の厚さ約30mである。このうち、左岸側
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に発達する原地区の扇状地が宮沢川扇状地の主体をなしており、その面積は0.3kポである。原地区の扇

面が宮沢川扇状地全体の中で主体を占めると共に、発達史の中では原地区が先に完成し、その後、新井

地区へ移動 している。

原地区の扇状地面の地形面区分は第 2図 に示した。発達の順序で、最初にできた部分が南縁部にある

1面であり、続いてm面、最後がn面群となる。原則的に南から北へ向かって順次付け加わるような形

となる。扇面の標高も 1面が一番高 く、続いてm面 となり、 n面群が一番低い。

古期扇面の 1面は古土壌をのせていることから、14万年前ころはできていたと推定できる。 1面の扇

状地礫層は風化が進んでいることからm面の礫層より古いと見える。この礫層はステージ 6の寒冷期に

周氷河地域になった鹿嶺山稜一帯で生産された砕屑物が宮沢川によって大量に搬出されたと考えられ

る。 1面形成後、13万年前の最終間氷期に入り、宮沢川・山室川などの浸食力が回復 し、 1面の主要

部は削剥された。南縁部は削剥をまぬがれて尾根状に残った。

m面はステージ 5の温暖期から、徐々に寒冷化が進む間に形成されたと考える。m面 とn5面との

境界をなす斜面で、m面をつくる礫層が観察できる。 1面 より弱いが、礫全体が褐色に風化 している。

稀に60cm大の結晶片岩礫が入るが10～ 20cm大の亜角礫が主体である。面をおおうテフラは御岳第 1

テフラを含むものの再堆積 したテフラである。古土壌は無い。

nl・ n2・ n3面は原地区扇状地の主要部分を占める。これも、昔の空中写真で確認すると、 nl

からn2へ、 n2からn3へ、順次北へ向かって付加 した関係が読みとれる。それぞれの境界線には極

く小さい崖線があり、北へ向かつて徐々に低 くなっている。nl～ n3面はAト レンチで観察 したよう

に、御岳三岳テフラから風成となり、その直下は礫層である。 したがって、ステージ4の寒冷期に形成

されたことがはっきりする。礫の風化は弱 く、亜角礫から亜円礫で扇端部では円礫となる。

n4面は宮沢川に面 した北縁部に、極 く幅狭 く分布する。D地点の n4面はn3面 より2m余の高ま

りを見せている。その部分のテフラは 4節で記 したような再堆積テフラであることから、 n3面 より新

しいと判断できる。n4面の上方への延長を見ると、新 しく付け替えられている道路と橋より上流側に

おいて n3面を削 り込んでいる。このことからD地点の高まりは泥流部の末端と考えている。

n5面はm面 とn面の間に発達 した微低地である。微低地を利用 して原組集落が立地する好条件とな

っている。n5面下流部では御岳三岳テフラが確認されなかった。上流部の集落下では再堆積の御岳三

岳テフラがある。m面・nl面の境界域に集まった表層水によってわずかに浸食が進んだ微低地であ

る。 しかし、下流に向かって徐々に比高が大きくなっている。旧道の上側や下側では明瞭な浸食崖線が

できている。

n6面はn5面をさらに掘 り下げた窪地で、窪地内へは完新統の黒土層が堆積 している。とくに、 1

面とm面 との境界にあたるD地点では黒土層が 1面の御岳第 1テ フラを切つて堆積している。 n6面は、

n5面 と同様に、表層水が集まってn5面 をさらに削 り込んだ窪地である。その年代は2.5万年前より新

しい。

tl面 はだいたい 1万年前より新 しい。宮沢川沿いでは宮沢川が、山室川に面した部分では山室川が、

宮沢川扇状地を開析 していく過程に生 じた段丘面である。 t2面は一番新 しい段丘面にあたる。 t3面

は洪水氾濫面である。
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第 3節 歴史的環境

《高遠町三義山室の歴史》

山室の『室』は石器時代を通じて、弥生 。古墳時代末期、地方によっては平安時代まで常態であった

「竪穴式住居」から生まれた地名ではないかという説と、山ふところの村という意味ではないかともい

われ、山室の地勢からついたものではないかという説とがある。

山室における久保 。中屋の両薬師堂の建立は、いずれも平安時代の由緒をもつもので、久保の薬師如

来の銘は、弘仁十一年五月四日で、今から約1200年前の作品である (現在茅野市金沢所在)。 こうした

古い仏像が平安時代という早い時代にこの部落に祀られ、このお堂が後に重要文化財の釈迦堂と変わつ

て存在するということは、この地が平安時代以前からこのような高い文化を受け入れ、継続してゆくに

足る下地があったということの証拠ではないかと思われる。また、平安時代の自釉の窯跡が隣村であつ

た弥勒で発見されているので、こちらとの関係も考えられる。この地から金沢峠・杖突峠の 2つの峠を

越えると、石器時代の生活の必需品であつた矢尻の材料である黒曜石の原産地、諏訪郡下諏訪町の和田

峠が近くに存在し、今も採集することができる。すでにその時代に、この地方には集落が広がり、山手

の斜面にかけて展開されていたことが今回の遺跡発掘によって明らかになった。

つぎに天竜川の東を南から北に向けて抜ける古道がはからずもこの村を経ていることも重要なことで

ある。鎌倉街道、それは鎌倉時代からの古道の唱えであり、鎌倉仏教、日蓮上人、山梨県の身延山、日

蓮宗の布教宣布より「法華道」と唱えられている。荊口弘妙寺は真言宗が日蓮宗に、山室遠照寺は天台

宗が日蓮宗に改宗し、非持山の玄竜寺も日蓮宗となり、日蓮 。日朝上人らが、身延からこの谷に広め、

日蓮宗派が多い谷である。半対峠越え、石堂越えで富士見町の鎌倉道へ通じていて、芝平より入笠山南

面の仏平・高座岩 (一名 説教岩)と も呼ばれ、鎌倉に通じている。上代 。中世の宗教布教には街道

と深い関係がある。文治の頃 (1185年代)、 諏訪上・下の社領であり、天平年代 (1346年 代)は南朝

の皇子宗良親王の御領であり、建武の中興における南信濃の宗良親王の御所平峠、戦国時代の武田一族

の高遠攻めの際の入笠山、金沢峠、杖突峠は古道としての歴史を秘めた古道でもあった。日蓮宗に限ら

ず、甲州や鎌倉の文化はこの峠を越えて伊那に入ってきたわけである。

今度発掘調査が実施された原地籍は、妙堂と呼ばれているところで、天福元年、天福寺を創立するに

あたり、宮沢川より水路を開き、天福寺用水路としたことも記録にあり、この寺は天台宗であつたが、

現在の日蓮宗の遠照寺である。

村の地勢は、東北西の三方は山脈をもって囲まれ、僅かに南方の一面に向かって開けているが、原遺

跡は南に開かれた見晴らしの良い山ふところの暖かな台地で、春先一番早く雪も溶けるところである。

夕日に映ゆる段丘や山麓の高台を眺めると、そこに我々の先人、縄文時代の人々のたくましい生活の舞

台があつたことが想像される。 (北原作衛)
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第 3章 道構と遺物

第 1節 調査の概要

今回の調査は、中山間地域総合整備事業原地区圃場整備工事に伴う埋蔵文化財の記録・保存のため実

施した調査である。調査は平成 8年 11月 28日 から平成10年 4月 30日 まで実施した。調査は第 1次地区と

第 2次地区に区分して実施した。調査面積は第 1次調査2.5ヘ クタール、第 2次調査力湾。9ヘ クタールを

296個のグリットを設定して行つた。第 1次調査では縄文中期後葉の竪穴式住居跡 1軒、平安時代の竪

穴式住居跡 2軒、土墳 1基、集石址 1基と平安時代の掘立建物址 1基 を確認した。第 2次調査は縄文

中期後葉の住居址29軒、平安時代住居址 1軒、堀立建物址 1基、土墳 3基が確認された。

第 2節 遺構 と遺物

遺構

第 1次調査

第 1号住居址 (第 10図 。図版 1)

本址は、調査区A2-39に発見された竪穴式の住居址である。本址の規模は、東西4。9m、 南北4.3m。

住居址の発見された位置は、耕土下20cm以下であつた。壁はテフラ層に掘り込まれていた。壁面には

特別の施設は検出できなかった。床面は全面固く踏み固められていた。柱穴はPl・ P2・ P3・ P6の

4柱穴と考えられる。本址の「カマド」は西側の壁に造られていた。規模は、東西1,10m・ 南北1。 15m

の広さと考えられるが、水田改良工事の折りに、石芯粘土「カマド」が破壊され、焼土だけが残ってい

ただけであつた。その外の床面上には、東側のP3と P4の 中間に、長さ50cm。 幅20cmの平盤の自然

石が置かれていた。また、Plの南側にも長さ30cm・ 幅15cm大の平盤の自然石が確認された。

遺物 (第 11図 。図版26)

1は土師器に甕で、大きさは口径が10。 lcm、 高さ9。 8cmを測る。器面には撫で痕が見られる。 2は、

土師器の内黒の付高台で、大きさは、口径13.2cm。 高さ3cm、 器面にはロクロの痕跡が見られる。 3は

土師器の内黒で、日径16。 5cm、 高さ4.5cm、 底部には削 り痕が見られる。 4は土師器の碗の底部で、削

り痕が見られる。 5は土師器の内黒碗。口径は15。 lcm。 高さ4.8cmを 測る。器面にはロクロ痕が、底部

は糸切痕。墨書ではないかと思われる。解読は今のところできない。 6は土師器の皿で、底部は糸切痕

が見られる。 7は土師器の皿で、糸切痕の内黒土器。 8は土師器の内黒で、日径は16cm。 高さ4.5cm、

糸切底。 9は土師器の内黒の碗で、日径13.3cm。 高さ4。 9cm、 糸切底である。10は灰釉陶器の皿で、日

径17.3cm。 高さ3。 7cm、 付高台。器面には、薄い灰釉が内外に施されている。11は 、灰釉陶器の甕か。

12は灰釉陶器の甕で、かたの部分に灰釉痕が見られる。13は 、須恵器の甕の破片。器面には、ロクロ痕

と一部に自然釉がうかがえる。14は 、灰釉陶器の底部で付高台。釉は内側だけに。15は 、灰釉陶器の底

部、付高台。内面に釉が見られる。以上は平安時代の遺物。16は 天目茶碗の胴部。錆釉は見受けられな
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い。室町時代と考えられる。

17は 隆帯で作った区画文の内に、竹

管具で引いた平行沈線文の縄文中期後

葉曽利 I式頃の土器。18は地文力導電文

で、その上に沈線による区画文が施さ

れた縄文後期と考えられる土器。

0m 'lm Zm_
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第10図 第 1号住居址遺物分布図



No.81‐ 6

No.82‐ 2

No.82‐ 67

No 93‐ 1、 2 148,180

No.33‐ 10

No 21‐ 2
0           5         10cm

第11図 第 1号住居址遺物実測図

第 2号住居址 (第 12図 。図版 1)

本址は調査区A7-38に発見された縄文中期後葉の竪穴式住居址である。住居址の規模は、東西5.5m

。南北5。 lmを 測る。この住居址は現地表面から下方40cm程の所に確認された。本址の床面は、全体的

に良く踏み固められていた。住居址の壁は、特別の施設は認められなかった。本址の柱穴は、Pl～ P4

の 4柱穴と考えられる。炉址は遺構のほぼ中央に設けられていた。大きさは、東西60cm。 南北50cm

の石囲炉であった。

No.10‐ 1 翠「7
No.29‐ 1
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0
0 ヽ

キ
遺物 (第 13図 )

1は竹管文の土器。 2は

地文が斜縄文の土器。 3は

地文が斜縄文と唐草文の土

器。 1～ 3は縄文中期後葉

の土器。 4・ 5は縄文後期

加曽利Bに比定される土器。

石器 6は硬砂岩の凹石。

7は緑色岩の横刃形石器。

No.51

0            5          10cm

第13図 第 2号住居址遺物実測図

第12図 第 2号住居址実測図

Om      lm       2m

第12図 第 2号住居址遺物分布図
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第 3号住居址 (第 14図 。図版 2)

本址は、調査区D-9に発見さ

れた遺構である。遺構の規模は東

西5。8m。 南北5。 2mの 隅丸方形の

竪穴式住居址である。本址の壁に

接して P6・ P7・ P8° P9・ Pll・

P12・ P13・ P14な どの柱穴は壁を

支えられる柱穴ではないかと考え

られる。また、本址の建物の主柱

穴はPl・ P2・ P3・ P4の 4柱穴と

考えた。本址、の床面は総体的に

良く踏み固められていた。それか

ら本址の「カマ ド」は西側の壁に

接して造られていた。大きさは東

西1.4m。 南北1.lmの「石芯粘土

カマ」であった。カマド内には焼

土が一面に認められた。その外住

居内にはPИとP17な どの貯蔵用と

考えられるピットが認められた。

また壁外にはP18～ P24の 6個の母

屋柱と考えられるピットが住居址

を囲む様に存在していた。

遺物 (第 15図 。図版17・ 26)

1は土師器糸切底、日径12.4cm

・高さ4cm。 2は土師器糸切底の

碗。3は土師器の内黒の糸切底。

4は土師器の内黒の糸切底の碗。

5は土師器の内黒底部。7は土師

器の内黒の糸切底。8も 7と 同じ。

9は土師器の内黒の糸切底、内外

に刻の痕が見られる。10は灰釉の

付高台、内外面に灰釉が。11は灰

釉の付高台の碗。12は灰釉の付高

台の碗。13は須恵器の甕の底部。

14は須恵器の鉢。15は須恵器。16

は須恵器。以上平安時代。17・ 18は

縄文中期後葉の土器。19は鉄鏃。20

鉄釉陶器、江戸時代と考えられる。

〇

第14図 第 3号住居址実測図

第14図 第 3号住居址遺物分布図
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第 1号 土墳  (第 16図 。図版 2)

本址は、調査区のD～E-9～ 10に発見され

た遺構である。遺構の規模は東西1.6m。 南北1.8m

の土墳である。本址形状は方形で、東側の壁は

直に等しく切り立っていた。遺構の深さは現テ

フラ層より65cm程切り込まれていた。土墳とし

てもこの様な形の土墳は、今迄に類を見ない遺

構であった。

遺物  (第 17図 )

1は縄文時代後期の初期の堀之内貝塚から出

土している深鉢形土器の口縁部で、神奈川県下

北原遺跡出土の土器に類似している遺物。日縁

に波紋の端に穴が開けられている文様。 2は石

器で高さ12.8cm・ 幅2.8cmの 緑色岩の磨製石

器である。

集石  (第 18図 。図版 2)

本集石は、第 1号土墳の西側に検出された集

石である。本址の規模は、東西1.7m。 南北13.5m

を測る範囲に集中して発見された集石である。

集石の大きさは長さ64cm。 幅は36cm程 の角張

った自然石から、径13cm大の緑色岩の自然石ま

で15個が集められていた集石址であった。

遺物は、長さH。 5cm。 幅5。 8cm。 厚さ1.2cmを

測る特種の石器である。

0           5         10cm

第19図 集石遺物実測図
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堀立建物址 (第20図 )

本址は調査区域 A2-26

グリッドに発見された遺構

である。本址の発見された

場所は、南側が原部落の中

央部を流れる川の凹地の南

傾斜地に当たる場所で、南

側を黒色土で埋め戻 して作

られた所に設けられていた。

その規模は、東西3.6m。 南

北3.8mの範囲であった。柱

穴はPl～ P6ま での 6住穴

であつた。遺構の中程に、

長さ40crn。 中冨20crnく らい

の自然石が 4ケ所集められ

た状態であった。付近には、

焼土がわずかに認められた。

遺物は発見されなかった。

Om       lm       2m

第20図 堀立建物址実測図

その他遺物 (第21図 。図版26)

1は、日径が3.7cm。 高さ1。 8cmの平安時代のミニチュア土器。2は土師器。日径12.4cm・ 高さ3。 9

cmの内黒の碗。「大」の字が描かれた土器。平安時代J3は、糸切底の内黒土師器。4は胴部の径が、

13.lcmの 壷形の灰釉の陶器。平安時代。

(:::::::I::::;;')1

No 3

0           5         10cm

第21図  その他遺物実測図
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第 2次調査

第 1号住居址  (第 22図 ・図版 3)

本址はA10-26グ リッドに発見された住居

址である。規模は東西4.3m。南北4。4mの楕円

形の縄文中期後葉の竪穴式住居址である。本

址の床面は全体的に良く踏み固められていた。

柱穴はPl～ P5の 5柱穴が主柱と考えられる。

本址の掘り込みはテフラ面から25cm程掘り込

んでつくられていた。また、本址の壁面には

特別な施設は見られなかった。炉址は中央や

や東寄り、石囲炉が設けられていて、炉内は

焼土が認められた。P5と P6の 間には東西

90cm。 南北1.5mの土墳が認められた。

遺物  (第 23図 。図版19)

1は隆帯に矢の字形の押引文が施された縄

文中期中葉の井戸尻式の土器。 2は地文に半

裁竹管文、その上に隆線文と粘土ひもがつけ

られた曽利 I式土器。 3は深鉢土器の径部。

竹管文を斜めに引きその間に粘土ひもを付し

た曽利 I式に見られる土器。 4は隆帯と隆帯

の間に縦に櫛状器具による文様のつけられた

曽利Ⅱ式に見られる土器。 5は隆線の区画文

の間に竹管文が施された曽利Ⅱ式土器。 6は

隆線による唐草文と綾杉文の曽利Ⅱ式土器。

7は深鉢形土器の口縁部。隆線と隆線の間に

粘土ひもによる「く」の字文が施された曽利

Ⅱ式土器。 8は唐草文と斜状の平行沈線文が 
‐

施された曽利Ⅲ式土器。 9は唐草文の曽利 Ⅱ

式。10は粘土ひもによる唐草文と竹管文の曽

利 I式土器。11は 地文が縄文で沈線文が引か

れた加曽利 Ⅱ式土器。12は地文が斜縄文で唐

草文が描かれた曽利 Ⅱ式に比定される土器。

13は 羽状縄文かと思われる土器。14は 地文が

斜縄文と沈線文が施された加曽利EⅡ 式と考

えられる土器。15。 16は櫛刃文の曽利 Ⅱ式と

考えられる土器。17・ 18は斜縄文と沈線文の

縄文後期の土器。19は縄文中期後葉のメンコ土器。

0m 1m 2m:

第22図 第 1号住居址遺物分布図

石器、20は楕円形の刃器。

第22図 第 1号住居址実測図
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第 2号住居跡  (第 24図 ・図版 3)

本址はA12-24グ リッドに発見された住居址

である。規模は東西4.7m、 南北4.8mの竪穴

式住居址である。本址の壁に添つて周溝がめぐ

っていた。床面は総体的に良く踏み固められて

いた。柱穴はPl～P4の 4柱穴と考えられる。

炉址は住居址のほぼ中程に設けられていた石囲

炉。また、本址は隣接している第14号住居址に

よって切られていた。そのほか床面には平盤の

自然石が散在していた。本住居址は縄文中期後

葉の遺物が認められた。

遺物 (第25・ 26図 。図版17・ 18・ 22・ 24)

1は屈折底の井戸尻I式の土器。2は三角文

のある井戸尻 I式。 3は渦巻文把手の曽利 I式

土器。 4は隆帯に刻目文のあるものと、粘度紐

による組込文、そして縦の並行沈線文と唐草文

の組込んだ曽利Ⅱ式土器。5は唐草文と綾杉文

や平行沈線文の曽利Ⅱ式土器。6は唐草文、粘

度紐組込文、斜状沈線文などの把手付の曽利Ⅱ

式土器。 7は 口径30cm、 高さ42cmの 深鉢形

土器。文様は沈線の唐草文、粘度紐による組込

文、縦の隆線文に刻目の有るものと無いもの、

綾杉文などの曽利Ⅱ式に比定される土器。 8は

地文が斜縄文に縦方向に二条の並行沈線文、日

縁部に唐草文、区囲内に斜縄文の曽利Ⅲ式に類

似している土器。 9は口縁部に唐草文の把手と

連続の唐草文、胴部に沈線の唐草文と蛇行沈線

文と平行沈線文の曽利Ⅱ式と思われる土器。10

は径が12.5cm、 高さ10。 5cmの小形の土器。文

様に綾杉文が主で、曽利V式に見られる土器。

11は「く」の字の隆線と、径 1。 3cm程の穴が並

列した鉢形土器の台部曽利Ⅲ頃の土器。12は 凹

のある石器。13は緑色岩の凹石。14は 円形の小

形石器。15は黒曜石の石匙。16は黒曜石の石鏃。

第24図 第 2号住居址実測図
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第25図 第 2号住居址遺物実測図
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第 3号住居址  (第 27図 ・図版 4)

本址は第 1号 トレンチの中程のA16-24グ リ

ットに発見された竪穴式住居址である。その規

模は、東西4.5m、 南北4.8m、 楕円形の遺構で

ある。遺構の掘り込みは、テフラ面より15～ 20

cm掘 り下げていた。この住居址も何度か水田改

良工事の折りに切り取られ、辛うじて残つた形

となった。床面は全体的に固く踏み固められて

いた。柱穴はP10P2° P3・ P5が主柱穴と

考えられる。本址の炉址は、ほぼ中央部に設け

られた自然石を組み合わせた、小形の石囲炉で

あった。

遺物 (第28029図 。図版17・ 18・ 19・ 23・ 26)

1は半裁竹管具で文様を描いた縄文中期初頭

の平出ⅢAの深鉢形土器と並行する土器と考え

られる。 2は口縁部が無文帯で、その下部は隆

帯に連続竹管文が施され、更に下部に三角文が

施文された井戸尻 I式 に見られる土器。 3は小

形の深鉢形の土器で、半裁竹管具により楕円文

や縦に蛇行文などが施された曽利 Ⅱ式に並行す

ると思われる土器。 4は横位に連続竹管文と、

沈線による蛇行文が施された新道式に見られる

土器。 5は沈線による蛇行文、竹管による連続

爪形が施された新道式に並行する土器。 6は隆

帯に連続刻目文や沈線による蛇行文の新道式に

並行する土器。 7は 5と 同類の土器。 8・ 10も

同類の土器。 9は 隆帯と隆帯の中間に隆線の蛇

行文の曽利Ⅲに並行すると思われる土器。

石器

11は緑色岩磨製石器。12は緑色岩の叩石。13

は緑色岩の薄手凹石表裏に。14は緑色岩の横刃。

15・ 16も 緑色岩の横刃。17は黒曜石の石鏃、長

さは2.85cm。 18は黒曜石の石鏃。

第27図 第 3号住居址実測図

om      lm       2m

第27図 第 3号住居llL遺物分布図
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第29図 第 3号住居址遺物実測図

第 4号住居址  (第30図 。図版 4)

本址は第 3号住居址の北側A17-24グ リットに検出された竪穴式住居址である。住居址の規模は東西

5。 lm。 南北 6mの楕円形の遣構である。遺構の壁に添って周溝が巡っていた。床面は一部にやや軟弱

の所が窺えたが、大方は固く踏み固められていた。本址の主柱穴はPI・ P3° P5° P8° P9が主柱

穴と考えられる。 Plと P9と の間に小形の土l■―が認められた。本址の炉址は、中央やや東寄 りに設 け

られていた。その規模は、東西1.lm。 南北1.3mのやや大形の石囲炉。

遺物  (第 31・ 32・ 33図 ・図版17・ 24・ 27・ 28・ 29)

1・ 2は無文、沈線による蛇行文。隆帯の間に竹管による連続爪形文の井戸尻 Ⅱ式に類似 している土

器。 3は 口合に半裁竹管具による連続爪形文が巡 り、その下部に隆帯の区画文内に並行沈線文が描かれ

た曽利 I式土器。 4は隆帯と隆帯との間に連続竹管文が施され、その上に粘土紐による蛇行文が施され

た曽利 I式 と考えられる土器。 5は隆線と山形状に張 りつけ、その間に押引による爪形文が施された井

戸尻 Ⅲ式と思われる土器。 6は竹管具により突刺 した状態の文様の土器。曽利式の古い方かと考えら

れる土器。 7は深鉢形の土器。日縁部に水煙形の把手。曽利I式土器。 8・ 9は LRRの 斜縄文の深鉢

形土器。井戸尻から曽利 I式頃の土器。10は小形の鉢形土器。日縁部に二条の隆帯を巡らし、内に並行

沈線が施され、その下部にLRRの斜縄文が施された土器。11は 口縁部に隆帯による楕円区画文や唐草

文が施され、胴部以下は竹管具による並行線文が施された曽利 Ⅱ式に比定される土器。12は キャリパ形

の深鉢形土器。口縁部には並行竹管文、胴部に隆線による楕円文や渦巻などが施された、曽利 Ⅱ式に比

定される土器。13は キヤリパ形の深鉢形土器。口縁部に渦巻文と波口沈線文を付 し、頸部から胴部はLR

状の斜縄文、また頸部には沈線による蛇行文が施された加曽利EI式土器。14はキャリパ形の深鉢形土器。

口縁部には三条の隆線をエプロン状に巡らし、その内部には並行沈文が施され、胴部はLRの斜縄文が

ー
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施されている土器。15は地文が

LRの斜縄文、口縁部から頸部

には唐草文や渦巻文が、そして

楕円文がやや奔放的に描かれた

加曽利EⅡ 式に入れて良いと思

われる土器。16は深鉢形土器の

胴部以下で、沈線による蛇行文

や並行沈線文が施された加曽利

EⅢ 式と思われる土器。17は深

鉢形土器の胴部下の土器。沈線

の斜行文が施された曽利Ⅳ式と

考えられる土器。18は深鉢形土

器。口縁部無文帯、頸部には隆

帯と蛇行隆線文や唐草文、並行

沈線文、胴部には隆帯による懸

垂文と渦巻文、その間綾杉文が

施された、曽利Ⅱ式と考えられ

る土器。19は深鉢形の胴部。

Om       lm

第30図 第 4号住居址実測図

破片で、縄文文様が散在 した様

な文様であり規定的な表現がで

きない土器。縄文中期中葉の土

器か。20は深鉢形土器の胴部で、

隆線による渦巻文と綾杉文が施

された曽利 Ⅱ式土器。21は二条

の隆線による懸垂文、沈線によ

る菱形文が描かれた加曽利 Ⅱ式

に並行される土器。22は 隆帯に

刻目文と貼付のボタン文の堀之

内 I式 と考えられる土器。

石器 23は緑色岩の打製石斧。

24は緑色岩の打製石斧。25は緑

色岩の打製石斧。26は緑色岩の

2m 凹石。27は緑色岩の凹石。28は

黒曜石の石鏃。29は黒曜石の石

鏃。30は黒曜石の石匙。
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第30図 第 4号住居址遺物分布図
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第 5号住居址  (第 34図 。図版 5)

本址は第 3号住居址と第 6号住居址の間に発見された住居址である。この住居址は、以前から行なわ

れた水田改良工事のため壁などはほとんど取り去られ、辛うじて炉址と柱穴の一部が残った状態の住居

址である。従つて住居

址の規模は不明である。

本址の壁面は炉址ん付

近にわずかに認められ

た程度であった。炉址

は一方86cmの方形の

自然石の石囲炉で、中

は良く焼けていた。柱

穴はPlだ けが柱穴とし

て認められたが、他は

不明となってしまった。

土墳

この土墳は住居の南

壁を切 り込んで造られ

たものである。規模は

東西90cm、 南北 1。9m

の楕円形。

竪穴

本竪穴は土墳の北西

の位置に確認された遺

構。規模は東西90cm、

南北1.5mを 測る。

遺物 (第35～ 37図 ・

図版20・ 27・ 28)

1は深鉢形土器口縁

部の、ある一部と考え

られる。隆帯に半裁竹

管具による連続爪形文

がそれぞれの大きさで

四重に巡らした文様。

井戸尻 I式と考えられ

る土器。 2は半裁竹管

具による連続爪形文と

頭部が楕円状になった

文様に切 り込んだ特殊

第34図 第 5号住居址実測図

Om       lm       2m

第34図 第 5号住居址遺物分布図
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の文様の土器。藤内H式に類似 している土器か。 3は粘土紐のより縄の把手状文や、三角形連続刺突文

が施された深鉢形土器。井戸尻 H式に比定される土器。4は 凸帯に楕円文状に押付文の上下に、縦に並

行竹管文が施された藤内H式に比定されると思われる土器。 5は深鉢形土器。横従する隆線の間に粘土

紐の蛇行文と沈線の並行文の曽利H式土器。 6は波状口縁に粘土紐を並行に張 り付けた唐草文H式に見

られる土器。 7は深鉢形土器の口縁部。沈線で渦巻状に描き中央に蛇行文を付けた唐草文H式と考えら

れる土器。 8は深鉢形土器。口縁部下に竹管具による深目の並行文。胴部は櫛目文と半裁竹管具による

並行沈線文が施された曽利 H式に類似 した土器。 9は深鉢形土器の口縁部に縦に粘土紐を二条貼付け、

両側には半裁竹管による斜線文が引かれ、その上に細い粘土紐を斜状に付けた土器。唐草文 H期の土器。

10は 沈線文が横と縦位に施された曽利 I式 と考えられる土器。11は唐草文と櫛目文の曽利Ⅲ式と考えら

れる土器。12は深鉢形。粘土紐の唐草文と並行沈線文の唐草文系H式の土器。13は 隆線による並行文と

渦巻文の唐草文系 H期の土器。14は 地文が斜縄文、日縁に隆帯と隆線の間に粘土紐を蛇行させた土器。

縄文後期かと思われるもの。15は斜縄文の縄文後期ではないかと思われる土器。16は 口縁部無文帯、胴

部斜縄文。中期中葉の土器。17は 口径30cm、 高さ40cmの唐草文や綾杉文の唐草文系H式土器。18は打

製石斧。19は 凹石。20は凹石。21は投弾。22は打製石斧。23は黒曜石の剥片。24は黒曜石の石鏃。25は

黒曜石の剥片。

I No.フ
ク土

I ruo.7 ) t-zs:'

Ｐ

７‐

No。 フ

タ

ク土
．８

４
．

２No.1

No.フ ク土‐252

I  No.フ ク土‐102

I No。フク土‐143

0           5         10cm
No.12‐ 3

第35図 第 5号住居址遺物実測図

No.フ ク■‐253

-43-―



層
Ⅳ

〃

侮

第36図 第 5号住居址遺物実測図

―-44-―



ハ

‐―

‐‐

‐ ‐

‐ ‐

‐‐

Ч
21

No.21‐ 16

0           5         10cm

●

|

´  Nα
表4

No.ヨ尋‐3

No 21‐ 4

|

/→
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第 6号住居址  (第 38図 。図版 5)

本址は第 5号住居址の南に、第 5号住居址を切 り込んで造られた住居址である。住居址の規模は東西

5。 3m、 南北5.5mを測る。本址の壁には特別の施設は認められなかった。床面は大方は固く踏み固められ

ていた。柱穴はPl・ P3・ P4・ P5° P6・ P7・ P8の 7箇ではないか。炉址は中央やや北寄りに設けられて

いた。その規模は東西1。 2m、 南北1.lm、 深さ40cmの石囲炉であったが、附近に炉に使用されたのでは

ないかと思われる焼石が散在 していた。 P6と P7の 中間に埋甕が検出された。この埋甕には埋甕と同じ

位の自然石の蓋が置かれていた。埋甕の大きさは口径33.6cm。 高さ38。 7cm、 文様は沈線による渦巻文

と地文が斜縄文の加曽利 EI式に比定される土器であった。

遺物  (第 39～41図 ・図版17・ 22・ 27)

1は 隆帯に連続爪形文、その内側に三角文が施された藤内H式に見られる土器。 2は隆帯にも大形の

爪形文と、その上下に半裁竹管文が付けられた井戸尻Ⅲ式に見られる土器。3は 隆帯に連続爪形文の井

戸尻Ⅲ式土器。 4は隆帯に添って竹管具による押引文が施された井戸尻Ⅲ式と思われる土器。 5は斜縄

文の井戸尻Ⅲ式と考えられる土器。 6は横方向に並行沈線を引き、縦方向に粘土紐を貼 り付けた文様の

曽利 I式土器。 7は粘土紐を斜めに張った曽利 I式に比定される土器か。 8は刺突文と縦の平行沈線文

の曽利 I式 と考えられる土器。 9は細い隆線の曽利I式 と思われる土器。10は 深鉢形土器の口縁部で斜方

向の曽利 I式に並行する土器。11は 口径14cm。 高さ7.5cm程 の小形の鉢形土器。日縁部に粘土紐を付け

逆Uの字、沈線の渦巻文など外面は無文の井戸尻Ⅲ式土器。12は深鉢形土器。口縁部は斜方向の並行沈

No.第 1土址フク‐309
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線文と渦巻文。頸部に隆帯、その下

に横位の連続刺突文、縦位に櫛刃器

具の平行沈線文が施された土器。13

は深鉢形の口縁部ミミズクロの把手、

廻 りに二重に連続刺突文が施された

井戸尻Ⅲ式に見られる土器。14は 隆

線の唐草文様と縦位の平行沈線文。

把手に通 し穴と渦巻文が連続刺突文

の施された曽利Ⅱ式と考えられる土

器。15も 14と 同類の土器。16は 口縁

部に粘土紐による縄状文と楕円区画

文の内に平行沈線文。頸部以下は隆

線による渦巻文と綾杉文が施された

曽利 H式土器。17は深鉢形土器。口

縁部に隆線の楕円区画の内に粘土紐

による蛇行文が施され、胴部以下は

隆線による渦巻文と綾杉文の曽利 H

式土器。18は深鉢形土器。隆線によ

る渦巻文と粘土紐による縦位の蛇行

文や沈線文の施された曽利 H式土器。

19は深鉢形の底部で無文の土器。時

期は後期ではないか。今後の研究に

まつ。20は地文が縄文で隆線の渦巻

文や楕円区画文の加曽利EH式土器。

21は口径34.Ocm。 局さ38。 7crrlの キヤ

リパ形の深鉢形土器。日縁部に渦巻

文や唐草文、U字文など、胴部は隆

線の平行懸垂文や斜縄文の曽利 H式

に比定される土器。22は地文が斜縄

文。隆線による渦巻文の曽利Ⅲ式。

石器 23は硬砂岩の石器。24は緑色

岩の打製石斧。25は凹石。26は緑色

岩の半磨製石斧。27は石鏃形の石器。

28は黒曜石の横刃形石器。29は黒曜

石の匙形石器。30は黒曜石の石鏃の

破片。31は黒曜石の石匙。

第38図 第 6号住居址実測図

第38図 第 6号住居址遺物分布図
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第7号住居址  (第42図 。図版 6)

本址は第 6号住居址の南に発見され

た遺構である。その規模は、東西5.8

m。 南北5。 3mの楕円形の竪穴式住居

址である。また本址は今まで何度か水

田改良工事などにより、住居址のプラ

ンをとどめる程度まで取り去られてい

た。従つて住居址の壁面については、

明らかにする事は出来ない。床面は全

体によく踏み固められていた。柱穴は

Pl～ P5ま での 5柱穴と考えられる。ま

たP4と P5の中間に「埋甕」が検出され

た。この埋甕の近くに自然石の平盤石

で埋甕の蓋によいくらいの石が認めら

れた。本址の炉は中央やや東側に発見

された。その規模は、東西 lm。 南北

1.2mの石囲式の炉が確認された。

遺物  (第43～ 45図・

図版18・ 21・ 23・ 24・ 28)

1は キャリパ形の深鉢形土器。文様

は、隆線を巡らしたり、足の付いた渦

巻文などを付け加えた特殊な文様。頸

部以下は地文が斜縄文、それに横位に

並行沈線文と先が蕨手文など、加曽利

I式に見られる土器。2は日径24cm。

高さ22cmの深鉢形土器。日縁部及び内

部と外部に斜方向の並行文、また頸部

には二条の隆起文上に刺突文が施され

た文様、胴部は櫛状器具の沈線文と粘

土紐の懸垂文の曽利H式土器。 3は隆

起文による渦巻文や懸垂文、粘土紐の

蛇行文などの曽利H式土器。 4は口径

21.5cm。 高さ23.8cmの深鉢形土器。

文様は隆線の唐草文と沈線による綾杉

文の曽利H式土器。 5は小形の深鉢形

土器。日径19cm。 高さ20。 lcmを 測る。

文様は口縁部に波状の隆線を巡らし、

胴部には竹管具による並行文を垂下し、

第42図 第 7号住居llL実 測図

―
                           Om       lm       2m

第42図  第 7号住居址遺物分布図
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また、その内に綾杉文を施 した曽利Ⅲ式と考えられる土器。 6は RLの斜縄文の井戸尻Ⅲ式と考えられ

る土器。 7は 隆線による区画文と三角文の内外に添つた押引文の曽利 I式の時代と考えられる土器。 8

は小形の鉢形土器。日縁部は無文帯。左右に並行沈線文と渦巻文が付けられ、更にその上面に渦巻文が

施された把手。また、無文の有穴把手が付けられている。頸部には粘土紐の蛇行文。胴部には隆線によ

る半円文で区画されている。その内部に半円状の沈線文が施されている。胴部以下は沈線による半円状

文が描かれた曽利 H式に比定されると思われる土器。 9は 口縁部と胴部以下を欠いている甕形土器。文

様は櫛刃状器具による斜方向に描かれた曽利Ⅲ式に並行する類の少ない土器。10は小形の深鉢形土器。

口縁部に押引形の三角文が二条描かれている。胴部はきめの細かい綾杉文が施された類の少ない曽利 H

式と考えられる土器。11は波状口縁の土器。半円形の把手の上方に連続押引文が二段描かれ、その下方

は半円状の竹管具が施された、曽利Ⅲ式に比定されると思う土器。12は 口縁部を欠いた小形土器。頸部

に横位の斜縄文、その下部にやや波状の沈線文が描かれた曽利Ⅲ式と考えられる土器。

石器 13・ 14015は 凹石。16・ 17は縦形の石匙。18は 黒曜石の円形石器。

第43図 第 7号住居址遺物実測図
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第 8号住居址  (第46図 。図版 6)

本址はA16-23グ リットに発見された遺構である。この遺構は水田造成時に床面が地場の面とほぼ同

一面となったので、一部に僅かばかりの壁が西側に残った程度となった遺構である。住居址の規模は南

北 4m、 東西は測れないが4m内外ではないかと思われる。床面は炉址附近が認められたが、その他は

埋土であった。炉址は遺構のなかほど思われる位置に検出されたが、炉址の囲石が水田改良時に移動し

ていた。炉の規模は80cm程 の石囲炉址と考えられる。柱穴はついに発見出来なかった。

0m lm 2m

\:
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≠

第46図 第 8号住居址実測図
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遺物  (第47図 )

1は半裁竹管文による横方向と半円文など描いた、平出ⅢAと 考えられる土器。 2は隆帯と半裁竹管

具による連続爪形文が描かれた、井戸尻 I式に係わる土器と考えられる。 3は UU文 と円形文の縄文中期

の中葉と考えられる土器。 4は粘土紐を格子目状に張り付けた曽利 I式に見られる土器。 5は隆線に竹

管の押引文の曽利H式土器。 6は竹管具による押引文の曽利H式土器。 7は Uの連続文、曽利 I式 と思

われる土器。 8は粘土紐の区画文に竹管具による並行文の曽利H式 と考えられる土器。 9は地文が斜縄

文と隆帯に渦文の曽利Ⅲ式土器。10は沈線の唐草文土器。唐草文Ⅲ式か。11は 隆帯と結節縄文土器。12

は11と 同型式土器。13は地文が斜縄文や沈線の楕円文と結節文の加曽利EI式と考えられる土器。14は

並行沈線文、曽利Ⅲ式と思われる土器。

石器 15。 16は緑色岩の叩石。
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第9号住居址  (第48図 。図版 7)

本址は原遺跡調査区のA-18

-23に発見された遺構である。

この遺構の上面には、自然石と

土器、石器など散乱していた。

それを取り去つてみると、径12cm

～47cm大の自然石を31個、2.4m

程の楕円形に配した遺構が検出

された。また、その中央に埋甕

が発見された特殊遺構である。

遺物  (第49図 )

1は 隆線文と半裁竹管具によ

る爪形文の藤内H式土器。 2は

横位に隆線が引かれ、その隆線

に左と右に半裁竹管具による押

引文の藤内H式と考える土器。

3は半裁竹管具による平行沈線

文が施された、藤内H式と思わ

れる土器。 4は隆線による渦巻

文に添つて刺突文が楕円状に施

された、曽利 H式 と思われる土

器。 5は楕円形隆線による区画

文に、半裁の竹管具による押引

文が施された土器。 6は地文に

大目の斜縄文が施され、その上

に唐草文や粘土紐による蛇行文

が施された井戸尻 I式 と考えら

れる土器。 7は竹管具による並

行沈線文。隆線の上に刻目文を

付けた曽利 I式 と思われる土器。

8は 隆線によるU字形文様の中

に竹管具による押引文を付 した

文様と、その左右に竹管具によ

る並行沈線文が付された曽利 I

式の土器。 9は半裁管具による

斜状文と縦方向に隆線を施し、

その隆線間に押引文を付 した曽 第48図 第 9号住居址遺物分布図

◎

第48図  第 9号住居址実測図
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利 I式土器。10は地文が斜縄文に、「へら」状器具による沈線文が引かれた曽利H式 と考えられる土器。

11は深鉢形の土器の口縁部に付された把手、文様は縦に隆帯を付け、左右に「へら」状器具による斜線

文が施された曽利Ⅱ式土器。12は キャリパ形土器の口縁部、内曲したところに沈線による渦巻文や楕円

区画文が描かれ、外面に櫛刃状器具による平行沈線文が施された曽利H式に比定される土器。13は 口縁

部を欠いた小形の深鉢形土器。文様は地文が斜縄文で「くの字」状に磨り消文が施された曽利Ⅲ式と考

えられる土器。14は地文が斜縄文が描かれ、その上に楕円沈線文が施された縄文後期の注口土器。

石器

15は岩質の不明な磨石。16は黒曜石の横に刃がある石器。
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第10号住居址  (第 50図 。図版 7)

本址は原遺跡調査のA17-24区 に発

見された住居l」Lである。この住居址は

以前の土地整備の折に遺構の竪穴に掘

り込まれた壁は切 り取られてしまって

いた。そればかりではなく、床面の叩

の部分まで崩られてしまっていた遺構

である。本址の主柱穴はP3・ P5° P6

・P9の 4柱穴と考えられる。 Plは住

居址に関係すると考える土墳と考えら

れる。 P5と P6の 中間に埋甕が検出さ

れた。

遺物  (第 51図 。図版19)

1は深鉢土器の胴部以上を欠いた土

器。粘土紐を招曲状と段状に張 り付け

た唐草文H式に見られる土器。 2は深

鉢形の口縁部。粘土紐を招曲状に張 り

付けた唐草文 H式の土器。 3は地文が

縄文、隆線で楕円文を施 した曽利Ⅲ式

土器。 4は箆状具による楕円沈線文土

器。曽利Ⅲ式に比定される土器。
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第51図 第10号住居址拓影図
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第11号住居址  (第 52図 。図版 8)

本址は原遺跡発掘査区のAll-26

メッシュ内に発見された竪穴式の住

居址である。遺構の規模は東西 5。 2

m。 南北5。 05mで 円形をしている。

遺構の壁面にはこれという施設は認

められなく、テフラ部分に掘 り込み

は31cm程であつた。床面はほぼ良く

踏み固められていた。本址の主柱穴

はPl～P6の 6本 と考えられる。炉址

は住居内のほぼ中央に設けられてい

た。炉の大きさは径が 1。4m程であ

った。炉址の北側に接 し小形の自然

石 4面で造られた副炉が検出された。

今回の発掘で副炉は初見である。

遺物  (第 53図 ・図版24027)

1は 口径16.3cm、 器高9,3cmの小

形鉢形土器である。文様は粘土紐を

二重にめぐらせ、その中間に径1.4

cm、 高さ1.Ocm内外の半円形の沈を

上段に22個、下段に22個付けた特別

の売洗土器。2は口径21cm程のキヤ

リパ形の深鉢形土器。日縁が 4個の

渦巻文把手が配され、その間に沈線

による渦巻文と区画楕円文が施され

ている。頸部上には箆状器具による

平行楕円文が描かれている。また、

4個の把手からは下方に粘土紐が 3

本張 り付けた文様の土器。曽利Ⅲ式

と考えられるもの。

第52図 第11号住居遺物分布図

第53図  第11号住居址遺物実測図

第11号住居llL実 測図
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第12号状態址  (第 54図 ・図版 8)

本址は原遺跡調査区のA12-26に発

見された竪穴式住居址である。その規

模は東西4.8m。 南北 5mを 測る。ま

た、本址は南側で第 2号住居址と接 し

ている。遺構の壁に特別の施設は見当

らなかった。それから、本址はテフラ

層を35cm程切 り込んで造られていた。

床面は大方は固く踏み固められていた。

柱Pl～ P4が本址の主柱穴と考えられる

炉址は、中央やや北寄 り設けられてい

る石囲炉址と考えられる。その外、住

居址内には平盤の自然石が数個散在 し

ていた。

遺物

(第 55～ 57図・図版21・ 24・ 28)

1は深鉢形土器の把手。隆帯に連続

爪形文と連続指痕文、内側に片目文が

施されて藤内H式土器。 2は横位に連

続爪形文と蛇行沈線文が描かれた藤内

H式と考えられる土器。 4は 隆帯に連

続爪形文とエプロン状文に縦位に箆状

具による押引文の井戸尻 H式土器。 5

は隆線による渦巻文が施された、井戸

尻 I式 と考えられる土器。 6は隆線に

よる半円形文に、左右から刻目文が施

された井戸尻 H式土器。 7は深鉢形土

器の口縁部。文様は斜縄文井戸尻 H式

に比定される土器。 8は隆線文に連続

爪形文と沈線による渦巻文が施された

曽利 I～ 11式土器。 9は深鉢形土器の

日縁部。隆線による楕円区画文が横位

に施される間に、粘土紐による縄目文

が付された曽利 H式土器。10は縦位に

櫛目文が地文として施された深鉢形土

器で、その上に沈線文・渦巻文と蛇行

沈線文が施された加曽利をH式に平行

する土器。11は 日縁部が内曲したキャ

0        1       2m

第54図 第12号住居址遺物分布図
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第54図 第12号住居址実測図



リパ形深鉢。頸部以下は地文が縄文、その上に沈線による蛇行文や波状文が施された加曽利EH式に見

られる土器。12は 隆線がわらび手文が施された曽利Ⅲ式土器。13は縦の隆線文と平行沈線文と、その間

に平行斜線文が施された曽利H式土器。14は 日縁部が隆線による山形区画文が施され、その間に竹管具

による斜線文が付された深鉢形土器。胴部以下は地文が斜線文、その上に波状沈線文や渦巻文が施され

た加曽利EH式 と考えられる土器。15は 口縁部に沈線による唐草文が描かれ、それ以下は斜縄文の曽利

I式に比定される深鉢形土器。16は 口縁部に把手状の渦巻文が4個、把手状に施された深鉢、また、胴

部には隆線による懸垂の先に渦巻文が付され、その間に綾杉文が描かれた曽利H式土器。17は水焔形の

把手、曽利 I式。18は深鉢形土器の回縁部で、文様は隆線による楕円区画文、その区画文との間に粘土

紐による縄目文が施された曽利H式土器。19は 口唇に溝がめぐらされ、その間 3個所に渦巻文が配され

た、無文の口縁部がひらいた加曽利BH式土器。

石器 20は緑色岩の打製石斧。21、 22は緑色岩の凹石。23緑色岩の叩石。
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No.12-1‐ 356

第57図 第12号住居址遺物実測図

m

第13号住居址  (第 58図 。図版 3)

本址は、原遺跡調査区A12-8。 9に またがって発見された遺構である。この遺構は住居址に比定さ

れる条件として、炉址の有無が住居址か、または、それ以外の遺構であるかを決める、一つの方法と考

えられる。本址は、完全な石囲炉ではなかったが、発見された石はそれぞれ焼石であつたことと、石の

付近は焼土が検出されたので、炉址として考えた。しかし、水田造成工事のため、壁は勿論のこと、床

面まで切られていてしまったので、規模は知ることができなかつた。
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第58図 第13号住居址実測図
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遺物  (第59060図 。図版21・ 25。 27・ 29)

1は斜縄文の藤内H式に見られる土器。 2は隆帯文と、半裁竹管具による連続爪形文の井戸尻 H式 と

考えられる土器。 3は 隆帯に連続指圧痕の井戸尻H式と思える土器。 4は半載竹管具による区画文、そ

の内に斜縄文と連続爪形文が描かれた、井戸尻Ⅲ式と考えられる土器。 5は 隆帯による円形文に爪形文

を押 した文様と、その区画内に平行沈線文が施された井戸尻Ⅲ式土器。 6は地文が斜縄文、それに隆帯

による唐草文が施された曽利 H式土器。

石器 7は緑色岩の打製石斧。 8は緑色岩の凹石。 9は黒曜石の石鏃。

10は 日径が4cm。 高さ44cmの 深鉢。文様は口唇に刺突文と、左右に把手が付された加曽利B式土器。

11は 口径35cm、 高さ44.5cmの 無文の深鉢、加曽利BH式に比定される土器。12は 口径の長径 9cm、 短径

5cmの楕円形、深さは85cm、 把手と注目部が独立 して付けられている。文様は無文で、手痕の跡が所々

に見られる特殊な土器。縄文後期加曽利B式に比定されるもの。
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第59図 第13号住居llL遺物実測図
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0           5         10Cm

第60図 第13号住居llL遺物実測図
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第14号住居址  (第 61図 。図版 9)

本址は、A12-25メ ッシュの位置に

発見された住居址である。本址の東側

は、第 2号住居址が切 り込まれた形と

なっている。規模は東西4。 4m。 南北

4.6mを 測る。壁は 2号住居址 と接 し

ている個所が欠けて、他は確認するこ

とができた。また西側の一部がわずか

ではあつたが床面を切られて一段低い

所が認められた。床面は大方は良く踏

み固められていた。柱穴はPl・ P3・ P4

は確認出来たが、もう一本は確認出来

なかった。炉址は住居址の中央やや東

寄 りに認められたが、炉石は一方は欠

けていた石囲炉であった。

遺物  (第 62図 )

1は深鉢形土器の口縁部の破片であ

る。文様は隆線が横に平行に三本施さ

れている。口唇には斜線の竹管文が施

されている。時期は曽利 I式 と考えら

れる。 2は深鉢形土器の回縁部で、把

手の部分を欠いている土器。隆線によ

る懸垂文の端にわらびて文が施されて

いる。その外は平行沈線文や押引文が

施された曽利Ⅱ式土器。 3は地文に斜

縄文と、沈線による懸垂の先に渦巻文

が施された加曽利EⅢ式の土器。 4は

刺突による押引文が施された曽利Ⅲ式

の中に入ると考えられる土器。 5は地

文が斜縄文のキヤリパ形の深鉢形土器。

文様は口縁部に隆線を二条平行にエプ

ロン状に施された区画が 7区画施され

た加曽利EH式土器。

第61図 第14号住居址実測図

0           1

第61図 第14号住居址遺物分布図
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No.3‐ 9 No.3‐ 4

0           5         10cm

第62図 第14号住居址遺物実測図

第15号住居址  (第 63図 。図版 9)

本址はA9～ 10-27～ 28号原遺跡発掘調査区に発見された住居址である。本址は遺構の南半分程は今

までの水田造成の折り、床面まで削り取られてしまっている。従つて遺構の壁は北側半分程だけ確認す

ることができた。壁にはPlと P2と の柱穴が掘り込まれていた。その外には特別の施設は認められなかっ

た。残つた床面は良く踏み固められていた。本址の柱穴はPl～ P5の 5柱穴と考えられる。本址の規模は

東西4。 2m、 南北は測定出来なかった。炉址は住居のほぼ中央に設けられていた。炉址の大きさは径が

1.2m程であるが、炉石は大方抜き取られていた。炉の内は焼土が認められた。P4の 南側に埋甕が発見

された。
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第63図 第15号住居址実測図
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遺物  (第 64・ 65図 。図版18・ 24・ 27・ 28)

1は 口径27.6cm、 高さ51.5cmの把手付深鉢形土器。文様は隆線文と沈線文が主な文様で、それらの文

様の間に綾杉文や刺突の押引文が施された曽利H式土器。 2はキヤリパ形の深鉢形土器。口径21cm、 高

さ27.5cmを 測る。口縁部には隆線による楕円文が4区画に仕切られ、更に 1区画に沈線による渦巻文が

2個施されている。頸部には沈線による蛇行文がめぐっている。胴部には沈線による懸垂文、その上下

に渦巻文が施された曽利H式土器。 3は 口縁部無文帯、頸部下は櫛歯器具による平行沈線文と平行沈線

が施された曽利Ⅳ式と考えられる土器。 4は 口縁部が隆線による楕円文がめぐらされ、その内には沈線

による平行文が横位に引かれている。頸部以下は縦位に箆状器具により縦方向に平行文が施された曽利

Ⅲ式と考えられる土器。 5は キヤリパ形の深鉢土器。文様は日縁部が半裁竹管による斜縄文が施された

曽利H式土器。 6は深鉢形土器の口縁部。半裁竹管具による斜線文とその上に粘土紐の蛇行文の曽利H

式土器。 7は地文が斜縄文、縦位に二条の隆線文が施された曽利H式土器。 8は斜縄文の深鉢形土器。

曽利Ⅲ式土器。 9は地文に縦位の沈線文が施された上に更に沈線による平行文や、蛇行文などが施され

た唐草文H式の土器。10・ 11012は緑色岩の打製石斧。13は緑色岩の磨製石斧。14は硬砂岩の凹石。

0           5         10cm

第64図 第15号住居址遺物実測図
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第16号住居址  (第 66図 。図版10)

本址はA9010-28メ ッシュ間に

検出された遺構である。遺構の規模

は東西5.Om・ 南北4.7mの 楕円形

の竪穴式の住居址である。本址の壁

には、P3の柱穴址が接 している以外

は、施設は見られなかった。床面は

大方は踏み固められていた。柱穴は

Pl・ P2・ P3・ P4の 4個の主柱穴と考

えられる。また、本址の炉址は住居

址のやや中央や東寄 りに設けられて

いた。その規模は東西90cm。 南北95

cmの方形の石囲炉であつた。その外、

Plと P4と の間に埋甕が設けられて

いた。

遺物  (第 67図 。図版19020)

1は竹管による斜縄文の曽利 H式

土器。 2は 隆線による渦巻文と、楕

円区画文の内に斜線文が施された、

曽利 I式末からH式の土器。 3は隆

線による横位の楕円区画文が施され

その内に蛇行文が描かれた文様と、

その楕円区画文と他の区画文との間

に、縦位に粘土紐による左よりの縄

目文を施 した曽利 H式土器。 4は深

鉢形の口縁部で、楕円状の深目の沈

線が描かれ、その端に把手が付され

ている。胴部下は、半裁竹管具によ

る平行沈線文が施された曽利 H式末

ではないかと思われる土器。 5は唐

草文と綾杉文が施されている。唐草

文H式の土器。 6は 口縁部に平行沈

線、胴部に隆線による渦巻文と平行

文、その間に綾杉文が施された曽利

H式 と考えられる土器。

石器

7は緑色岩の叩石。 3が緑色岩の

打製石斧。 9は緑色岩の叩石。

第66図 第16号住居址実測図

0        1       2m

第66図  第 16号住居址遺物分布図
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第17号住居址  (第 68図 ・図版10)

本址は、原遺跡調査地区All―

28・ 29メ ッシュに発見された竪穴

式の住居址。規模は、東西5。4m・

南北5。3mほぼ円形プラン。壁面に

は特別な施設は見られなかった。

床面は全体的に良く踏み固められ

ていた。また、柱は Pl・ P2・ P4・

P5° P7° P8の 6柱が主柱穴と考

えられる。本址の炉址は、中央や

や北側に設けられていた。炉内に

は炉石と考えられる石が 2個認め

られたが、他には存在 していなか

った。また、 Pl・ P8と P5° P7の

間に 2個の「埋ガメ」が検出され

た。

遺物

(第69～ 71図 。図版17・ 22・ 28)

1は深鉢形土器の「十字」文の

付された藤内H式に見られる土器。

2は隆帯に半裁竹管具による連続

爪形文と楕円文が施された井戸尻

H式と考えられる土器。 3は 隆帯

に半裁竹管具による連続爪形文が

施された井戸尻 H式土器。 4は隆

帯と半裁竹管具による平行文が施

された井戸尻 H式と考えられる土

器。 5は隆線による楕円文や蛇行

文が施された井戸尻 H式併行と考

えられる土器。 6は楕円区画文や

蛇行文などが付された井戸尻 H式

に併行する土器。 7は隆線に連続

平行文、下側に斜縄文が施された

井戸尻H式 と考えられる土器。 8

は横位に縄文が施された井戸尻 H

式と思われる土器。 9は 隆線によ

る方形区画文の内外に刺突押引文

が施された曽利 I式土器。10は粘

0        1       2m

第68図  第 17号住居址遺物分布図
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土紐貼付文の曽利 I式土器。11は楕円区画文に押引文や粘土紐貼付の曽利 I式土器。12は 隆線文による

楕円区画文、その内に沈線による渦巻文が描かれた曽利 H式土器。13は 口縁部が無文帯、頸部以下には

隆線による楕円区画文、その内は櫛状器具による平行沈線文が施された曽利 I式土器。14は地文が斜縄

文、その上に粘土紐をわらび手状に張 り付けた唐草文 I式 と考えられる土器。15は 隆線を横位に引き、

下部は半裁竹管具による平行線文が施された曽利 H式と考えられる土器。16は 隆線を方形に施 し、その

内側に半裁竹管具による土器。17は櫛状器具による平行沈線文と沈線による蛇行文の曽利Ⅲ式土器。18

は半裁竹管具による平行沈線文と唐草文の曽利Ⅲ式土器。19は 18と 同様の土器。20は器台土器。小穴と

箆先で描いた筋状の文様の土器で縄文中期後葉の土器。21は地文が斜縄文の深鉢形土器で、横位に粘土

紐を張 り付けて曽利Ⅲ式土器。22は地文が斜縄文に縦位に粘土紐を蛇行状に施 した曽利 H式土器。23は

隆線による楕円文、その内に竹管具による斜縄文が施された曽利 H式土器。24は地文が斜縄文の深鉢形

土器。胴部に縦位に蛇行沈線文が施された加曽利EH式土器。25は大形の深鉢形土器。日縁部は無文帯、

頸部は隆線による楕円区画文の内部に箆先による平行文。頸部下には二条の隆線、その端は渦巻文が施

されている。胴部には地文、櫛歯具による平行沈線文、その上に唐草文の先が三角状になった文様が描

かれた唐草Ⅱ式土器。26は双把手付の深鉢形土器曽利 H式土器。27は緑色岩の凹石。28は硬砂岩の縦形

の石匙。29は鉄鏃。30は黒曜石の横刃形石器。
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No.6‐ 43

0       1     2cm

第71図 第17号住居址遺物実測図

第18号住居址  (第 72図 。図版11)

本址は原遺跡調査区のA12-29区 画に発見された竪穴式住居址である。この住居址の規模は東西5。4m・

南北5。 6mの楕円形である。壁には特別な施設は認められなかった。床面は全体に良く踏み固められて

いた。柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5の 5つの柱穴である。炉址は住居の東寄りに設けられている。そ

の規模は東西1.lm。 南北1.5mの楕円状の石囲炉と考えられる。また本址には、Plと P5の 中間に「埋

ガメ」出土した。

遺物  (第73074図 。図版17・ 21・ 27)

1は深鉢形土器の底部で、藤内Ⅱ式に見られる屈折底と考えられる。 2は隆線による楕円区画文に、

竹管具による押引文が施された藤内Ⅱ式土器。 3は隆帯に連続爪形文が施された井戸尻Ⅱ式に比定され

る深鉢形土器。 4は楕円の隆線文の周辺に連続爪形文が付された井戸尻Ⅲ式と考えられる土器。 5は横

位の隆線文と、それの上下に半載竹管具が施された井戸尻Ⅱ式と考えられる土器。 6は隆帯の内外に連

続爪形文の井戸尻I式土器。 7は隆帯に連続爪形文が付された井戸尻 I式 と考えられる土器。 8は楕円

隆線文の内に連続押引文と、その廻りに竹管具による平行文が施された曽利Ⅱ式土器。 9は隆線と隆線

の間に、粘土紐による蛇行文が施され、更に竹管具による平行沈線文の曽利Ⅱ式土器。10は削突が施さ

れた曽利Ⅱ式と考えられる土器。11は楕円区画文に平行沈線文と、粘土紐を三本張り付けた曽利Ⅱ式と

考えられる土器。12は粘土紐を張り付けによる楕円文と格子目文の曽利 I式土器。13は 渦巻状文の曽

利 I式土器。14は粘土の隆線文と竹管具による平行文の曽利Ⅱ式土器。15は半裁竹管具による平行沈線

―-74-―



文の曽利 I式土器。16は 地文に櫛

状器具による平行沈線文で、その

上に沈線の平行の蛇行文が描かれ

た唐草文様 Ⅱ式の土器。17は 隆線

による渦巻文とわらび手文などが

配された深鉢形土器、曽利 Ⅱ式土

器。18は 地文が斜縄文で、縦位に

粘土紐二条が施された間に、蛇行

が入れられた曽利 Ⅱ式土器。19は

深鉢形土器の口縁部で平行沈線文

や楕円文、渦巻文が施された曽利

Ⅲ式と考えられる土器。20は地文

が斜縄文で、その上に平行沈線文

と渦巻文の曽利 Ⅲ式土器。21は沈

線文の曽利V式土器。22は地文に

櫛状器具による平行沈線文と蛇行

沈線文の曽利 Ⅲ式と考えられる土

器。23は箆状器具による平行沈線

文や八の字文が描かれた曽利V式

土器。24は キャリパ形の深鉢と地

文が斜縄文と蛇行文の曽利 Ⅱ式と

考えられる土器。25と 同系の土器。

26は隆線による懸垂文の先が渦巻

文をその内に綾杉文が施された曽

利 Ⅱ式土器。27は緑色岩の磨製石

斧。

Om       lm       2m

第72図 第 18号住居址遺物分布図
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第19号住居址  (第 75図 。図版11)

本址は原遺跡調査区All-29

～30グ リットに発見された住居

址である。住居址の規模は東西

4.85m。 南北 5。 9mの方形の竪

穴式住居址である。本址のテフ

ラよりも50cm～ 60cm程掘 り込

んで造られた。壁には特別の施

設は見られなかったが、柱穴は

近接 して設けられていた。床面

一部に軟弱の所が見受けられた

が、大方は固く踏み固められて

いた。本址ん柱穴はPl～ P4

の 4柱穴と考えられる。柱間桁

行3.5m～ 3.6m、 梁間は3.2mを

測る。炉址は、遺構の中央やや

東寄 りに設けられていた。炉石

は大方抜かれていた。底部には

焼土が確認された。

遺物 (第76・ 77図 。図版29)

1はへら状器具により押引連

続文と蛇行文内にも押引文の施

された井戸尻Ⅲ式から炉曽利 I

式の土器。 2は隆線による三角

区画文に半裁竹管文と半肉文の

藤内 I式土器。 3は屈折底で半

裁竹管による連続文や三角文の

藤内 I式土器。 4は深鉢形土器

の口縁部。隆帯による楕円文と

その内に櫛刃状器具の平行沈線

文の曽利 I式と考えられる土器。

5は地文が半裁竹管文による平

行沈線文、その上に粘土紐によ

る唐草文と懸垂する蛇行文、口

縁部に楕円区画文内にへら状器

の刺突文が施された唐草文系 Ⅱ   _

式土器。 6は地文が半裁竹管文

が引かれ、その上に渦巻状の S 第75図 第 19号住居址遺物分布図
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字文の曽利 I式 と思われる深鉢形土器。 7は地文が斜縄文で、日縁部は隆線による楕円区画文と渦巻文、

胴部は箆状器具による沈線の懸垂文の加曽利EⅡ 式土器。 8は地文が斜縄文、沈線による懸垂文と蛇行

文が施された加曽利EI式土器。 9は地文が櫛刃状器具による平行沈線文、その上に沈線による蛇行文

の施された加曽利EⅡ 式土器。10は渦巻文と綾杉文の曽利Ⅲ式土器。11は地文が縄文に結節文が施され

曽利Ⅲ式土器。12は箆状器による刺突文が施された曽利V式土器。13は 12と 同類の土器。14は無文の土

師器。15は櫛状具による綾杉文の縄文中期後葉、曽利17式土器。16・ 17は打製石斧。18・ 19020は 叩

石。21は投弾。22は黒曜石の石鏃。23は黒曜石の横刃の破片。
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第20号住居址  (第 78図

本址は原移籍調査区A13

-30区画に発見された竪穴

式住居址である。遺構の規

模は東西4.6m。 南北5.3mの

方形プランをなしている住

居址である。本址の壁には

西側に南北1.Om。 東西60crn

程の土墳が認められた。そ

の外には壁には特別な施設

は見られなかった。床面は

固く踏み固められていた。

柱穴はPl～ P5が主柱穴と

考えられる。炉は東寄 りに

設けられていた。炉石は大

方抜き去られていた。

遺物 (第 79図 。図版17)

1は高さ価 の曽利Ⅲ式。

2は押引文と沈線文の曽利

I式 と考えられる土器。 3

は竹管具による斜線文と隆

線での区画文の曽利Ⅲ式と

考えられる土器。 4は隆帯

による楕円区画文と竹管具

による沈線文の曽利Ⅲ式土

器。5は地文に斜縄文、そ

れに沈線による楕円文と蛇

行文の加曽利EⅡ 式土器。

6は斜縄文の曽利 Ⅱ式と考

えられる土器。 7は隆線文

と綾杉文の曽利Ⅲ式土器。

8は綾杉文の曽利Ⅲ式と考

えられる土器。

図版12)

第78図 第20号住居址実測図

第78図 第20号住居址遺物分布図
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第21号住居址  (第 80図 。図版12)

本址は原遺跡調査区A13-29区画に発見された住居址である。住居址の規模は東西6.5m。 南北6.6m

の円形をなしている。この住居址の発見された場所は以前からの水田改良工事で埋土地帯にあり、他の

遺構より現地表面からはかなり深い所にある住居址であった。本址の壁には特別な施設は見られなかっ

た。床面は総体的に良く踏み固められていた。柱穴はPl～ P4が主柱穴と考えられた。炉址は炉石の

一部を残し炉であった。住居址内には方形の竪穴が2イ固所認められた。

遺物  (第 81図 ・図版27)

1は隆帯の楕円文内にU字文の内に更に一本引いた連続文が描かれた文様。藤内Ⅱ式に見られる土器。

2は半裁竹管文と押引文の土器。井戸尻Ⅲ式と考えられる。 3は深鉢形土器の口縁部。半裁竹管具によ

る斜線文の曽利 I式 と考えられる。 4は隆線による平行文の内に竹管具による押引文、その内に竹管具

による平行文、またその左右に平行沈線文の施された曽利Ⅱ式土器。 5は深鉢形土器の把手。粘土紐張

付や刺突文が施された土器。時期は不明。 6は平行隆線文と渦巻文や竹管具による連続文が施された曽

利Ⅱ式に見られる土器。 7は平行と粘土紐による横位に蛇行文が無文帯の上に施された深鉢形土器。

8は深鉢形土器の口縁部。隆帯の区画文の内に渦巻文が施された曽利Ⅱ式と考えられる土器。 9は口径

39cm、 高さ35。 5cmを 測る深鉢形土器。口縁部は半裁竹管具による横位の平行文、頸部から胴部には隆線

による唐草文と、その内部には半裁竹管具の平行文が描かれ、またその外側に隆線による文様が施され、

Ｉ
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その末端や中間に蕨手

文が施された土器。曽

利Ⅱ式に比定される土

器。10は深鉢形土器。

口縁部が無文帯、径部

は二条の隆線をめぐら

し、その内に連続刺突

文、そん下方は竹管文

の矢羽根文を施 した曽

利 Ⅱ式と考えられる土

器。11は深鉢形土器の

回縁部にS字形に渦巻

文、胴部は縦位に平行

沈線文が施され、また

その間は櫛刃状文が描

かれた曽利 Ⅲ式土器。

12は 渦巻文と竹管具に

よる平行沈線文が描か

れた曽利 Ⅲ式土器。13

は斜状の L― RRの縄

文土器。14は 隆線文、

粘土紐による蛇行文な

どの曽利 Ⅱ式土器。15

は緑色岩の磨製石斧。

16は緑色岩の磨製石斧。

第80図 第21号住居址遺物分布図
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第22号住居址  (第 82図 。図版13)

本址は原遺跡調査区A22-25区画に検

出された竪穴式住居である。その規模は

東西3.8m。 南北4.5mを測る方形の遺構で

ある。この遺構の壁は、テフラ層に30cm

程掘 り込んで造られていた。壁面には特

別の施設は認められなかった。床面は全

般的に良く踏み固められていたが、しか

し西側の一部に黒褐色土によって埋め、

床面としてあった。柱穴はPl～ P4が主

柱穴であると考えられる。本址の炉址は、

住居址のほぼ中程に設けられた石囲炉で

あった。また、Plと P4の柱穴の中間に

埋甕が出土 した。

遺物  (第 83図 ・図版17・ 23)

1は深鉢形土器の回縁部と頸部。隆帯

と隆帯との間に箆状器具による刺突文、

頸部には渦巻文、その内部にも箆状器具

による刺突文が施されている。また胴部

には縦位の隆線間に、斜縄文と結節縄文

が施された、曽利 Ⅱ式土器。 2は小形の

深鉢形土器。口径16cm、 高さ19cm程 で

口縁部に渦巻文、頸部以下は、地文が斜

縄文と沈線による蛇行文が施された曽利

Ⅱ式に比定される土器。 3は頸部以下の

小形深鉢形土器。地文が斜縄文で、その

間に沈線による平行文と、結節縄文が施

されている。また底部は組目文土器。曽

利 Ⅱ式と考えられるもの。4は 口径35cm、

高さ44.3cmの 深鉢形土器。唐草文と綾杉

文の曽利Ⅲ式と考えられる土器。 5は地

文が斜縄文で、縦位の隆線文と結節蛇行

文の曽利 Ⅱ式土器。 6は深鉢形土器の口

縁部。無文で縄文後期と考える土器。

石器 7は大形の凹石。 8は径3.8cm、

厚さ9mmの磨石。

第82図 第22号住居址実測図
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第23号住居址  (第 84図 。図版13)

本址は原遺跡調査区A20-24区 に発見され

た竪穴式住居址である。本住居址は第24号住

居址を切 り込んで築造された遺構である。住

居址の北側の壁にPlが掘 り込まれている。ま

た、西壁には固溝が施されていた。東側は24

号住居址を切 り込んでいる。本址の規模は東

西 4m。 南北4。 lmの 円形をなしている遺構

である。また本址は水田造成工事の折 りに床

面すれすれまで、削 り取られていた。柱穴は

Pl～ P4が確認された。炉はP2と P3の 間に発見

された石囲炉で、現在 3個の自然石が認めら

れただけであった。

遺物  (第 85図 。図版17・ 29)

1は楕円区画文に竹管具による連続爪形文

と中程に沈線蛇行文の藤内 I式に見られる土

器。 2は 口縁部が無文で、頸部に隆帯が施さ

れ、その隆帯に竹管具による押引文などが施

された井戸尻 I式土器。 3は竹管具による押

引文の井戸尻期の土器。 4は屈折底の井戸尻

I式の土器。 5は 隆帯に押圧文を施 し、その

間に半裁竹管器による連続押引文の藤内H式

に見られる文様の土器。 6は斜縄文の藤内式

系土器。 7は地文が斜縄文で隆線による渦巻

文の曽利 H式土器。 8は口縁部が無文帯で頸

部下に隆線と竹管具による連続の押引文が施

された井戸尻Ⅲ式土器か。 9は地文に斜縄文、

それに結節縄文と隆線による渦巻文と、竹管

具による刺突文の曽利Ⅱ式と考えられる土器。

10は 地文に斜縄文と結節文、等間隔に隆帯が

平行に入った曽利 H式に比定される土器。11

は隆帯が横位に引かれ、胴部に櫛状器具によ

る沈線文が施された曽利Ⅱ式に比定される土

器。12は 隆帯に区画され、その間に綾杉文の

施された曽利 H式と考えられる土器。13は底

第84図 第23号住居址実測図

径が 2cm、 高さ2.7cm程のミニチュア土器。時期不明。14は小形の土器の底部5。3cmの 曽利Ⅲ式頃の土

器。15は地文に斜縄文と磨削文の曽利 H式 と考えられる土器の胴部。16は 12と 同類の土器。17は無文で

縄文後期と考えられる。18は緑色岩の叩石。19は黒曜石の石鏃片。20は黒曜石の横刃形石器。

第84図 第23号住居址遺物分布図
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第24号住居址 (第86図 。図版13)

本址は原遺跡調査区A20-24・ 25に発

見された竪穴式住居址である。本址は、

西側が第23号址によって削り取られてい

るためか、壁は北側に残っているだけで

あった。床面は、水田造成のあったため

か、凹凸が多かった。柱穴は、Pl～ P4

が本址の主柱穴と考えられる。また、本

址の炉址は、住居址中央やや南寄 りに設

けられた。自然石による石囲炉であった。

遺物  (第 87・ 88図 。図版27)

1は 、地文が斜縄文と縦位の隆線文の

曽利III式 の深鉢形土器の底部。2は 地文

が縄文で、結節文と隆線の区画文の曽利

Ⅲ式土器。 3は地文が太めの斜縄文、そ

れを縦位の平行沈線で区切られた、曽利

Ⅲ式に比定される深鉢形土器。 4は やは

り地文が縄文で、その間に沈線による平

行文が描かれた曽利Ⅲ式土器。 5は 隆帯

による区画文で、その内部を斜縄文を施

した曽利Ⅲ式と思われる土器。 6は深鉢

形土器の口縁部。外面に粘土紐を張 り付

け、その間は櫛状器具による沈線文が施

された、曽利 H式 に比定される土器。 7

は、隆線による渦巻文と、平行沈線文の

曽利Ⅲ式と考えられる土器。 8は楕円形

に描かれた隆帯と、斜線に引かれた沈線

文の曽利Ⅲ式項の上器。 9は小形の甕の

底部。底に綾目文の付 した曽利Ⅲ式と思

われる土器。

石器 10は緑色岩の半磨製石器。11は

緑石岩の凹石。12は打製石斧。13は蜂の

巣石、緑色岩、大きさは25cm大で、厚さ

は4.5cmの楕円形。凹は径1.5cm～ 2.Ocm、

深さ 5 rrlm前後のものが両面に15イ固設けら

れているもの。これは蜂の巣石としては

大形の類である。

第86図 第24号住居址実測図

第86図  第24号住居llL遺物分布図
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第25号住居址  (第 89図 。図版14)

本址は原遺跡A19-24区画に発見され

て住居址である。この住居址は、今まで

の水田造成に大方の壁まで切 り取られて

しまっていた。本址のプランは柱穴を基

にして推定で測定する外はなかつた。そ

れによると、東西 5。 5m。 南北5.4mぐ

らいの円形の遺構と考えられる。壁は殆

ど残つてはいなかった。床は一部に認め

られたが大方は削 り取られていた。柱穴

はPl～ P5が柱穴と考えられる。炉址は

住居址のやや南寄 りに設けられていた。

炉内には小石の焼石と焼土が認められた。

また、 Plと P2の 間に埋甕が検出された。

遺物  (第 90図 )

1は 隆線に連続爪形文と指痕文など施

された藤内H式と考えられる土器。 2は

隆帯による楕円区画文と平行沈線文の井

戸尻Ⅲ式と思われる土器。 3は深鉢形土

器の胴部。隆線による縦の文様と櫛状器

具の平行沈線文の曽利 I式土器。 4は地

文に縄文が施され、それに、横位に沈線

文が描かれた曽利 H式土器。

No.14‐ 1

0                5cm

第90図 第25号住居址遺物実測図

第89図 第25号住居址実測図

om       lm       2m

第89図  第25号住居址遺物分布図
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第26号住居址  (第 91図 。図版14)

本址は原遺跡調査区A8-22区画に発見された竪穴式住居址である。この住居址の規模は東西4。2m。

南北4。9mの楕円形の遺構である。遺構はテフラ層に30cm程切り込んで築造された住居址である。壁面

には特別な施設は発見されなかった。また壁に添って巾10cm、 深さ6cm～ 12cm程の風1青が検出されていた。

床面は大方は良く踏み固められていた。

柱穴はPl・ P2・ P4・ P5は本址の主柱穴

と考えられる。炉址は住居址の中央やや

東寄 りに発見された。炉内は焼土が検出

されたが、炉石と思われるものは発見出

来なかった。

遺物  (第 92・ 93図 。図版27)

1は深鉢型の回縁部。隆線の上に半裁

竹管具による連続爪形文が、その外には

半裁竹管具による平行文が施された井戸

尻H式 と考えられる土器。 2は 隆線によ

る区画文や沈線の横位に引かれた文様。

頸部以下は櫛状器具による平行文が施さ

れた曽利 H式 と考えられる土器。 3は キ

ャリパ形の深鉢の口縁部。隆線による渦

巻文は蕨手文が付され、その間に平行沈

線文が施された文様で口唇には粘土紐に

よる蛇行文を廻らしている曽利 H式に見

られる土器。 4は地文に櫛状器具の文様、

その間に三本の平行沈線文が描かれた曽

利Ⅲ式土器。 5は深鉢形土器。口縁部に

は平行隆線文が施され、その中間に櫛状

器具による縦位の平行文、頸部は隆線に

よる渦巻文と箆状器具による押引文、胴

部は蕨手文と綾杉文の曽利 H式土器。 6

は隆線による平行文と綾杉文の曽利Ⅳ式

と考えられる土器。

石器 7は緑石岩の打製石斧。 8は緑

色岩の半磨製石斧。 9は安山岩の石皿を

利用 した蜂の巣石。巾は14cm、 厚さは3.8

cm。 10は緑色岩の石皿を利用 したもの。

長さ22cm、 厚さ4cmの蜂の巣石。

第91図 第26号住居址実測図
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第91図  第26号住居址遺物分布図
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第27号住居址  (第 94図・図版15)

本址は、原遺跡調査区All-21区画に発見された住居址である。本住居址は第28号住居址によって、

東北の部分を切られている遺構である。その外は壁を確認することが出来た。壁面には特別な施設は見

受けられなかった。床面は全体的に良く

踏み固められていた。本址の柱穴はPlと

P2が検出されたが、外には確認すること

が出来なかった。炉址は住居l」Lの 中央や

や南寄 りに発見された。その規模は東西

96cm。 南北90cmの 石囲炉址であった。

炉底には焼土が認められた。遺構の西壁

にそって埋甕が 2個並んで発見された。

遺物  (第 95図 )

1は深鉢形土器の回縁部で、隆線によ

る楕円区画文がめぐっている。区画文に

は連続の刺突文が施されている。この区

画文内には、半裁竹管具による平行沈線

文が施されている井戸尻H式土器。 2は

隆線による楕円区画文に連続爪形文が施

され、更にその中央に隆線による施文が

付加され、その隆線にへら状器具による

押引文が施されている懸垂文。また、そ

の間にへら状器具による平行沈線文の井

戸尻Ⅲ式と考えられる土器。 3は深鉢形

土器の回縁部。隆線による楕円区画文、

その上にへら状器具による連続押引文、

またその内部に竹管具による平行沈線文

の井戸尻Ⅲ式と考えられる土器。 4は深

鉢形土器。口縁部に隆線による楕円区画

文、その内部に平行沈線文、頸部以下胴

部には地文が縄文で、それに沈線による

方形文と蛇行沈線文が施された曽利 H式

に比定される土器。 5は地文が斜縄文の

曽利 H式 に比定される土器。 6は緑色岩

の打製石斧。

第94図 第27号住居址実測図

om       lm       2m

第94図  第27号住居址遺物分布図
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第28号住居址  (第 96図 。図版15)

本址は原遺跡調査区All-22区画

に発見された住居址である。本住居

址は、以前実施された土地改良工事

の折、遺構の東側半分程は削 り取ら

れてしまった。また東寄 りの一部は

第29住居址を切 り込んで造られてい

る。従って壁は西北の一部が確認さ

れたのみとなった。規模は南北 5。 9

mが測れるだけである。床面は残っ

た所は固く踏み固められていた。柱

穴はPl・ P2・ P3が主柱穴で、外は補

助穴と考えられる。炉址は中央やや

西寄 りに設けられていた。その規模

は径が約 lm、 深さ45cm、 内には

焼土が認められた。

竪穴

竪穴は径が lm、 底部が70cm、 深

第96図 第28号住居址実測図

さが30cmで、底部は「タタキ」であった。

遺物  (第 97図 )

1は隆線の下側に竹管具による連続爪形文が施

された井戸尻Ⅲ式に比定される土器。 2は深鉢形

土器の口縁部。縦位の平行沈線文との間に押引文

の有る曽利 I式に比定される土器。 3は沈線によ

る渦巻文と地文に斜縄文が施された曽利H式と考

えられる土器。4は日径30cm、 高さ34cmの キャリ

パ形の深鉢。口唇が内湾しそれに10cm毎に半渦巻

文が描かれている。頸部以下は地文に櫛状器具に

よる平行沈線が施され、その上を波状に平行沈線

文が施された曽利H式。 5は渦巻文と蛇行文の曽

利H式。 6は渦巻文と平行沈線文の曽利H式。 7

は口径27cm、 高さ28cmの深鉢形土器。頸部に把手

が付されている。また胴部には横位に平行沈線文

が施された曽利H式土器。
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第96図 第28号住居址遺物分布図

―-98-



No 28‐ 5‐20

No.28‐ 5‐ 14

周
＝
肌

No.28‐ 1‐ 1

第97図 第28号住居址遺物実測図

No.28‐ 3‐ 1

劣
＼之

―-99-



第29号住居址  (第 98図 。図版15)

本址は原遺跡調査区A12-21・ 22区

画に発見された住居址である。本址は

南北の部分を第28号住居址によって切

られていた。本遺構ん規模は東西4.9

m。 南北は4.5mの 楕円形の住居址で

ある。壁は北側東と南側に確認された

が、南側は明確ではなかった。床面は

大方良く踏み固められていた。柱穴は

PI・ P2は 主柱穴址と思われるが、P4

・P5は柱穴扱いができない。炉址はや

や北東寄 りに位置 している。規模は径

は80cm、 深さ25cmで あった。

遺物  (第 99図 。図版20)

1は 隆線による文様と、竹管具によ

る連続押引文の井戸尻Ⅲ式に比定され

ると思う土器。 2は深鉢形の口縁部。

文様は、横位の沈線文に細い粘土紐を

斜めに張 り付けた曽利 I式土器。 3は

楕円区画文や渦巻文と綾杉文の曽利 H

式土器。 4は綾杉文の深鉢形土器の胴

部、曽利Ⅲ式と考えられる土器。 5は

地文が櫛刃器具で施文 した平行沈線文、

その上に隆線が施された曽利 H式土器。

6は粘土紐を格子状に張 り付けた文様

と、縦位に平行沈線文の曽利Ⅲ式と考

えられる土器。 7は隆線による平行文

と、斜線沈線文の曽利Ⅲ式土器。 8は

綾杉文の曽利V式土器。 9は 口縁部に

竹管具による平行沈線文、頸部以下櫛

刃器具による平行沈線文の曽利Ⅳ式と

考えられる土器。

第98図 第29号住居址実測図
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第98図  第29号住居址遺物分布図
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第30号住居址  (第 100図 。図版16)

本址は原遺跡調査区のA17-17・ 18区画に発見された平安時代の竪穴式住居址である。遺構の壁は全

体に認められた。この壁にはP4・ P5° P6・ P9° Plo o PIIな どの母屋柱と考えられる柱穴があった。床面

は総体的に固く踏み固められていた。柱穴はPI・ P2・ P3は認められたが、東南の位置にある予定の柱穴

が検出できなかった。また、西北の角に「ごみ」捨て場と思われる土lH‐ が検出された。本址の「窯」は

遺構内の西壁に設けられた石芯粘土窯であった。

遺物  (第 101図 )

1は粘土紐張り付けの縄文中期後葉の曽利 I式土器。 2は底部が糸切底の土師器碗。 3は「撫で」痕

のある土師器の甕。4は ロクロロのある土師の碗。5は 口径15cm、 高さ4.5cmの 内黒、底部に糸切痕の

ある土師の碗、「天」の墨書土器。 6は 口径13cm、 高さ3.5cm内黒、墨書「一」と見える。糸切底の土師の碗。
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7は口径14。 5crrl、 高さ

4。 5cm内黒の土師器碗。

「墨書」か。 8は口径

15cm、 高さ4.5cm内黒、

底部糸切底の土師器。

9は底部破片。内黒の

糸切底碗。10は 糸切底

内黒の土師器の碗。11

は糸切底内黒の土師器

の碗。12は 口径13cm、

高さ3.7cm内黒、底部

に糸切痕の土師の碗。

13は 内黒土師器の碗。

14は 内黒土師器の碗。

15は 内黒土師器の碗。

16は半内黒土師器の碗。

17は半内黒土師器の碗。

18は土師器の碗型土器。

19は付高台の灰釉碗 ?

瀬戸編年の前Ⅲ期。20

は付高台の灰釉碗、瀬

戸編年前Ⅳ期。21は灰

釉陶器の碗。時代不明。

22は灰釉陶器碗、瀬戸

編年中H期か。23は灰

釉陶器の皿。中期Ⅲ頃

か。24は灰釉陶器、器

型は不明、中Ⅱ期か。

25は灰釉陶器の隋轟」釉

がたれている灰釉陶器

では前期の類か。

第100図 第30号住居址実測図
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第 100図  第30号住居址遺跡分布図
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土墳群  (第 102図 )

本址は、原遺跡調査区A19・ 20-24

・25区画に発見された土墳群である。

この遺構の規模は第 2表のとおりであ

る。

NO 外径
crn

内径
Cm

深さ
Cm 遺 物

84.0 60.0 90.0 遺物なし

2 41.0 24.0 13.0 //

3 50.0 36.0 40.0 //

4 60.0 38.0 53.0 No.5

5 92.0 68.0 38.0 No.3

6 80.0 34.0 42.0 No。 2

7 60.0 38.0 93.0

8 80.0 58。 0 41.0 No。 1

9 30.0 18.0 29。 0

第 2表

本址は第25号住居址の東に接 して発

見された連続に並んだ遣構である。遺

構の発見面は、ほぼ平らな面からであ

った。

遺物  (第 103図 )

1は 隆線を三角状に施 し、それに添

って連続押引文が施され、また内面に

は、斜縄文とYが付された藤内H式と

考えられる土器。 2は日縁部は隆帯、

頸部に楕円状区画文が描かれ、竹管具

による連続押引文と粘土紐の蛇行文の

藤内H式と考えられる土器。 3は地文

が斜縄文の底部、井戸尻Ⅲ式と考えら

れる土器。

石器 4は粘盤岩の横刃形石器。

5は緑色岩の半磨製石器。

第102図  土墳群実測図
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掘立建物址  (第 104図 。図版16)

本址はA18。 19-27区画に発見された遺構である。この遺構は、今迄の土地改良工事により、遺構発

見面すれすれの高さまで切 り取られていた。本当にきりきりの面で遺構面が検出された。柱穴はPl～

PHま で11個検出された。柱穴と柱穴間は1.6m～ 1.75m。 その内で P loと P llは 3.15mを 測る。柱穴の

外径は40cm～ 60cmを 測る。底径は20crn～ 25cm、 深さは20cm～ 25cm程であった。建物址はPl～ P9が約

1間毎あった。この建物址は社殿の可能性が考えられる。 P10と P llは 社屋の社殿の両側の柱 と考えら

れる。

本址の発見された場所が天台宗、天福寺の所在 した場所と言い伝えられている箇所である。また、附

近には柱穴址かと思われるピットが発見されているので、天福寺は、この附近と考えられる。

遺物  (第 105図 )

1は土師の甕形無文破片。 2は土師の甕形土器。わずかに掻目が見られる。 3は土師甕形土器。わず

かに掻目痕が認められる。 4は土師の甕形土器。わずかに掻目痕が認められる。以上は土師器の最終末

の遺物である。

No.(ホ )7‐ 13
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第105図 掘立建物址出土遺物
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グリット・ トレンチ

原遺跡の調査は、第 1次と第2次に分けて調査された。第 1次の調査面積は2.5ha。 調査は10m× 10

mを 1区画とし、グリットは2m× 2mを 100設置して調査を行つた。その結果、縄文中期後葉の住居址

1軒、平安時代の住居址 2軒 と掘立建物址 1基、土墳 1、 集石 1を調査した。第 2次は、調査面積4.8

haに 図面の様に調査メッシュ10m× 10mの設定とした。その内に2m× 2mの グリット187個 を設定し、

試掘を終えた。その中で、遺構の検出された個所を更に広げ調査したところ、縄文中期後葉の住居址29

軒、平安時代の住居址1軒、竪穴と土墳、柱穴址などを調査しおえた。

出土遺物

グリット (第 106・ 107図 。図版25・ 27・ 28)

1は 隆線による楕円区画文内に連続爪形文、その内を横位に蛇行沈線文の縄文中期の藤内 I式の土器。

2は蛇行沈線文と横位平行に連続爪形文の藤内 I式 と考えられる土器。 3は隆線による方形文内に連続

爪形文と蛇行沈線文の藤内H式かと考えられる土器。 4は隆線の上下に押引爪形文が施された藤内Ⅲ式

に併行すると考えられる土器。 5は隆帯文の上に円形文を施し、その上下に連続爪形文が施された藤内

H式に比定される土器。 6は深鉢形土器の口縁部の把手。抽象文周辺に連続爪形文を配した藤内Ⅲ式に

類似した土器。 7は深鉢形土器の把手で、動物の頭部の形。細い粘土紐を格子目に張つた曽利 I式土器。

8は地文が斜縄文、隆帯に渦巻文とその周辺に連続爪形文が施された藤内H式に併行する土器。 9は深

鉢土器の把手の部分。渦巻文、蛇行線文の曽利H式の古い土器。10は粘土紐による張付文の曽利 I式土

器。11は半裁竹管による半円形施文、その上に粘土紐による蛇行文が施された曽利 I式土器。12は深鉢

形土器。唐草文と楕円区画文の曽利H式土器。13は 口縁部に粘土紐で連続刻目文が施され、胴部には斜

縄文を楕円文や三角文などが磨消して作られた縄文後期の土器。14は磨消文の縄文晩期の土器。15は深

鉢形土器の口縁部で縄文後期加曽利B式土器。16は口径力湾1.5cm、 高さ47cmの 深鉢形土器。曽利Ⅲ式末

と考えられる土器。17は付高台の灰釉陶器、平安時代。18は 内黒の土師器、平安時代、19は硬砂岩の打

製石斧。20は緑石岩の磨製石斧。21は緑石岩の敲製石斧。22は緑石岩の叩石を凹石に利用した石器。23

は緑石岩の石匙。24は緑色岩の横刃形石器。25は安山岩の凹石。26は緑色岩の凹石。27は楕円形の小形

石器。28は緑色岩の凹石。29は黒曜石の石鏃。

第 1次 。第 1ト レンチ  (第 108図 )

1は隆線の三角文と爪形文による深鉢形土器で、縄文中期藤内H式と思われる土器。 2は隆線の上下

に爪形文と、押引文の藤内H式土器。 3は隆線による把手土器で押引文と爪形文の藤内Ⅱ式土器。 4は

隆帯を押圧したものと押引文の藤内Ⅲ式土器。5は楕円区画文に連続爪形文の井戸尻 I式 と考えられる

土器。 6は口径41.5cm、 高さ47cmの唐草文Ⅲ式土器。 7は深鉢形土器の回縁部把手。爪形文と押引文の

井戸尻 I式土器。 8は刺突文と押引文の井戸尻Ⅲ式土器。 9は櫛目文と半裁竹管による区画文の内に縄

文の文様の曽利H式に併行すると考える土器。10は押引の爪形文と連続刺突文ん曽利 I式に併行する土

器。11は安山岩の凹石。12は粘盤岩凹石。

第 1次 。第 2ト レンチ  (第 110～ 111図 。図版27・ 28)

1は沈線による併行線分と、楕円区画文などが掛かれた平出ⅢA土器。 2は沈線文による楕円文と、
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隆帯押圧した文様の平出ⅢA土器。 3は 隆線による楕円区画文の内側に爪形文と蛇行文の藤内Ⅱ式土器。

4は隆線の楕円文の内側に爪形文が施された藤内H式土器。 5は深鉢形土器の口縁部押引文の井戸尻Ⅱ

式と考えられる土器。 6は斜縄文と爪形文が施された藤内Hに比定される土器。 7は押引文の井戸尻H

式に比定される土器。 8は隆線と半裁竹管文の曽利H式土器。 9は隆線による楕円押引文の曽利H式と

考えられる土器。10は緑色岩の打製石斧。11は緑色岩の叩石を凹石に再利用した石器。12は緑色岩の凹

石。

第 2次 。第 1ト レンチ  (第 HO～ 111図 。図版19。 27・ 28)

1は口径34cm、 平行した楕円文や粘土紐張付蛇行文や三角文などの文様から、縄文中期井戸尻H式に

比定される土器。 2は 口径31cm、 底部を欠いている有口鍔付土器。把手などから縄文中期井戸尻H式と

考えられる土器。 3は 口縁部が波状で口唇にも縄文、それと方形区画内が磨消文などの深鉢形土器。縄

文中期後葉の曽利H式 と比定されるもの。 4は唐草文と渦巻文の縄文中期後葉H期 と思われる土器。 5

は唐草文の縄文中期後葉Ⅲ期土器。 6は緑色岩の打製石斧。 7は緑色岩の打製石斧。 8は緑色岩の叩石

を凹石として使用したもの。 9は緑色岩の叩石。10は安山岩の凹石。11は黒曜石の横刃形石器。12は黒

曜石の石鏃。

第 2次 。第 2ト レンチ  (第 111図 ・図版28)

13は 隆線による渦巻文と竹管具による連続押引文。縄文中期後葉の曽利 I式土器。14は地文に斜縄文

と磨消文の加曽利EH式と考えられる土器。15は斜縄文の加曽利Ⅲ式土器。16は斜縄文と沈線文の縄文

後期の土器。17は地文に斜縄文と半裁竹管文の縄文晩期の土器。

表採  (第 111図 。図版26・ 28)

18土師器の注目部分。平安時代。
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とま

原遺跡は、高遠町が山室地区の中山間地域総合整備事業、県道芝平高遠線原組バイパス新設工事を施

行するに当たり、文化財保護法に基づいて、埋蔵文化財の緊急発掘調査として行なわれたものである。

調査は、平成 8年 11月 から平成 10年 4月 まで行つた。その結果を要約すれば次のとおりである。

1.発見された遺構

竪穴式住居力L   縄文中期後葉

〃      平 安 日寺 千t

堀 立 建 物 址     ″

土    壌   縄文中期後葉

竪    穴     〃

2。 発掘された遺物は、土器・石器 0陶器・鉄器等 16, 589点 出土した。 (遺物一覧表)

3.遺跡の所在している位置は、高遠町山室地区にあり、西側は山室川が流れる。東側は山麓より流

れ出る宮沢川の扇状地に所在している。

4.遺跡の地質は、中央構造線の東側の結晶片岩類が分布する外帯の三波帯に位置する。この原地区

の地質は、一面に 2～ 3mか ら厚い所は 5～ 6mにテフラ層で覆われている。その地層は黒色土層

30～ 5 0cm。 黒褐色 50～ 7 0cmに は姶良Tnテフラがみられる。この姶良Tnの地質年代は、

2.5万年前とされている。以下 2.7mに は御岳屋敷のテフラ (On一Ys)が錦推積する。また、

その下層には 5万年前のDKP層、地表下 3mに は厚さ 3 0cmの 褐色スコリア層がある。以下6m

には御岳Plが推積する。地質年代は 9.5万年前といわれている。それ以下には、宮沢川の礫層

が推積している。地質の詳細は地形・地質に記載されている。

5.歴史的環境。この山室地区は、発掘調査の結果、縄文中期から後期・晩期・弥生 。古墳・古代 0

中世・近世の遺物が発見されたことは、今回の調査の最大の収穫であった。

次に山室という地名は、日本地名大辞典には山に囲まれた地形によるということが記されている。

また、広辞苑には山腹などに掘った溝、窟 (い わや)と あり、原遺跡の歴史的環境を書かれた北原

作衛氏は、山室の地勢から付けられたのではないか、それと、山ふところの村といった意味もある

といわれている。この地に入つてきた仏教は、天台宗の天福寺の跡と言われている場所がある所か

ら、平安時代を下ることはないと考えられる。それが、今回の発掘調査で天福寺跡といわれる所か

ら、堀立建物址跡が発見された。

続いて交通であるが、これも今回の調査で縄文時代の黒曜石や、諏訪地方の曽利遺跡出土の土器

形式が入つてきている所から、諏訪地方より古道があったことを物語つている。また、秋葉街道等

が通つていた。道路名では平安時代前は 「道」であったが、鎌倉時代からは 「街道」といわれてい

るので、 「秋葉街道」は鎌倉時代からである。

6。 原遺跡は、以上に述べたような山に囲まれた扇状地で、山・川、そして、水・植物・動物等自然

に恵まれた最良の地であることを知ることができた。

7。 今回の調査では、北原三平町長をはじめ、役場 0教育委員会の皆様、また、地元の発掘調査に参

加された方々の情熱によって調査が無事終わることができましたことを心より感謝申し上げます。

27軒

3軒

1基

10基

1基
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あ と が き

今回の発掘調査並びに報告書を発行するにあたり、調査団長の友野良一先生には、多忙であるにもか

かわらず遠く宮田よりご足労いただき、秋の田の取り入れ後という寒い時期であったにもかかわらず、

長期間にわたって陣頭指揮をとる傍ら、休憩時間を惜しんで作業員の皆さんと学習会を持っていただい

たり、進んで歴史調査の大切さや埋蔵文化財の貴重さを教えていただきました。また、調査員の先生方

には、多忙なところを遠くからご足労いただき、調査から報告書の執筆までご尽力いただき厚くお礼申

し上げます。

長期間に及ぶ調査の結果、縄文 。平安時代の住居址33ケ 所の他、掘立建物址 2ヶ 所が確認すること

ができました。

期間中数々のご足労をおかけしたにもかかわらず、積極的に作業に参加し、興味を持つて取り組んで

戴きました発掘作業員の皆さんや遺物整理作業員の皆さん、測量 。重機に関わつていただいたオペレー

ターの皆さんに心から感謝申し上げます。

高遠町教育委員会

教育次長 伊 藤   清

《参考文献》
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三義原遺跡発掘調査遺物一覧表 第1次調査

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番

号

器 種 ‖寺 |ヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  千ヽ 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 口寺  ft 備考

実
測
図
番
号

1住 1 1 土  器 縄中後 土 器 縄後 ? 2僧 5 石  器

灰 釉 平 安 1 縄  後 l 土  器 網L中後

1 土師器 平 安

5 土師器 1

2 1

3 1 土  器 糾せ中イ麦 1 陶 器 大 IE
2 土  器 縄中後

土師器 1

7 1

灰 莉1

石  器

1

1 土師I器 平 安 4 1

鉄 和1 中 世 5

1 土  器 縄後 ? 1 1 石  器

石  器 3

4 1 土  器 縄中後

1 1 1

2 6

3

1

2

l 土  器 縄 後 1 1 土師器 平 安

石 器 土 器 縄 後

土師器 平 安 縄中後

1 縄後 ?

石  器 l 縄中後

1 土師器 平 安 石 器

l 灰  釉 平 安

1 須恵器 3 土  器 縄中後

Jl師器

石  器 平 安

石  器 1 染 付・ 江戸 ?

1 土師器 平 安 1 石  器

1

1 1 土  器 絆L中後

1 灰 釉 1 石  器 投 弾

2 1

1 土師I器 1

1 4 1

1 石  器 1 土  器 縄中後

2 灰 和l 1

3 l

1 土llili器 l

1 天日茶碗 「}: 1量 灰  釉 平 安

土師F器 平 安 1 土師器

1 1 土師器 平 安

1 1 1 土 器 縄中後

1 1 組  後

1 灰  釉 土師器 平 安

1 1 土  器 縄後 ? 5

4 土  器 縄中後 石  器

石  器 5 土師器 平 安 1

1 土  器 紹L中 後 1 石  器 1 土師器 平 安

耐L 後 2住 1 土  器 縄中後 土 器 縄中後

1 土師器 平 安 2

1 1

4 石  器
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出

土

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 口寺  ft 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 口寺  ft 備考

実
測
図

番

号

出

土

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  tヽ 備考

実
測
図
番
号

2住 土  器 縄中後 3住 土師器 平 安 3住 土師器 平 安

縄後 ? 3

縄中後 4 1 灰 釉

5 土師器

6 須恵器 天 目

1 土師器 4

1 灰 釉

1 須恵器 1 二L師 li,帯

土 器 縄 後 灰 釉

灰 釉 平 安 1 上rtlli器

5 土師器

6 7 1 灰 釉

土師器

縄  後

石  器

1 土  器 縄中後 1

2

1

5

1

7

1 石 器

1 土  器 縄中中

1 縄中後

3 須恵器

1 土Fllli器

5 石  器 1

1 上  器 縄中後 1

須恵器

1 1 土師器

鉄 さい

1 灰 釉 平 安

1

3 1 1 土師器

2

1 石 器

1 土  器 縄後 ? 灰  釉 灰  釉

1 縄中後 土師器 土師器

7

3住 1 土師器 平 安 1 土師器

2 1

1 1

4 1

1

6 1

7 須恵器

6 1 土師器
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 ‖寺 fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 |1寺  |ヽ 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 併i考

実
測
図
番
号

3住 須恵器 平 安 3住 土nlli器 平 安 3住 土師器 平 安

土師器 4

1 須恵器

6 土師器

1 石 器 1 土 器 縄  後

土師器 平 安 土師器 平 安 須恵器

1 1 土師器

1

4

5 1

6

1

2

1 灰 釉

灰 Tlll 4 1 土  器 耐[中後

土師器 5 1 ｍ命 平 安

鉄 釉 「[: 1量 6 灰 釉

1 土師器 平 安 7 土師器

1 灰 Tlll

土師器

1

1 灰 釉

1 土師器

1 5

1

須恵器 1 土師器

1 灰 nll

1

1 土師器 1 土  器 縄後 ?

1 土師器 平 安

1

4 1 1

5 黒曜石 須恵器

6 鉄 片 土師器

1 石  器 4

1 土師器 平 安 1 5

6

灰 釉 155 1

4

5 土rllli器 3

1

2 1

灰 釉 平 安 土師器

江  戸

1 土師器 平安

石  器

黒l口石 5

1 土lilli器 平 安 6

7
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器  種 時  代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器  種 口寺  fヽ 備考

実
測
図
番

号

出

土

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 千ヽ 備考

実
測
図
番
号

3住 1 土器 縄後 ? 3住 3 土師器 平 安 表採 1 土 器 縄中後

1 土師器 平 安 4 土師器 ? 平 安

1 5 土  器 縄中後

土  器 縄中後 6 石 器

1 田市 平 安 7 土師器 平 安 その他 1 土師器 平 安

1

土  器 1

1 灰 釉 平 安

1

1

1

1

5 染  付 江  戸

6 灰 Vll 平 安

須恵器

土師器

1 灰  釉

1 土 器 辞せ後 ?

1 縄中後

黒曜石

1 土師器 平 安 第1土拡 1 土師器 平 安

3

4 1

5 1

6 1 灰  釉

7 土師器

1 石

9 1 石

土師器 平 安

1 鉄鏃 l 灰 釉

1 [LF.lF暑 ] 平 安 土師器

2

3 l 灰  釉

4 上 師 器

5 石  器

6 土  器 縄 後

7 縄後 ?

l 土師器 平 安

土師器

1

1

2

3

4 土師器 ? 集石 1 石  器

1 土師器 平 安

2
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三義原遺跡発掘調査遺物一覧表 第2次調査

出

上

場

所

遺
物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 ‖寺 lt 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  ft 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 FIT_i ‖寺 ft 備考

実
測
図
番
号

1住 1 1 石  器 1住 4 土  器 縄中後 1住 土  器 縄中後

土  器 悧1中後 6

石  器 7

Jl 器 利[中 後 fi|fi{r {r

縄中後

石  器

土  器 縄中後

11 石  器

土  器 縄中後 石  器

黒曜石

土  器 縄中後 1 土 器 縄中後

石  器

土  器 剖L中後

石  器 土  器 耐[中後

石  器

土  器 耐L中後 f{lrlr r{r ?

石  器 網u中 後

土 器 耐[中 後

石  器

土  器 耐L中後 石  器

土  器 縄中後

黒曜 石

土  器 縄中後

土  器 縄中後

1 土  器 縄中後

2

fJlirf {t 1 絆t後 ?

縄中後 7 縄中後

黒曜石

7 1 土  器 府L中後

縄後 ? 2

fflllrlr {t 縄中後 3

耐毯中後 4

縄 後 5

縄中後

1

3 1 石  器

土 器 縄中後

7
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器  種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 fヽ 備考

実
測
図
番
号

1住 土  器 縄中後 1住 土  器 縄中後 1住 表 土  器 縄中後

表 1

5

7

石 器 9

1 土  器 縄中後

7

1

縄後 ?

縄中後

石  器

1 土  器 縄後 ?

縄 前 ?

縄中後

縄後 ?

1

縄前 ?

縄中後

4

6

7

縄後 ?

縄中後
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出

土

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 ft 備考

実
測
図
番
号

出

土

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  |ヽ 備考

実
測
図
番
号

1住 表 土  器 縄中後 211: 1 土  器 縄中後 2住 土  器 縄中後

黒H記石

土 器 ポι中後

1

ffl[!{t '{r I
網1中後

石  器 石 匙

土  器 縄中後

201 1 1 ffi[lrp{ ?

縄中後 縄後 ?

縄中後

耐L「卜中 ?

縄中後

縄中中 ?

fJll'1'1{

縄中中 ?

縄中後

縄  後

縄中後
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器  種 田寺  fに

“

キ考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

土

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 |1寺  fヽ 備考

実
測
図
番

号

2住 土  器 縄中後 土 器 縄中後 土  器 縄中後

縄後 ?

縄中後

縄後 ?

縄中後

122

石  器

1ll石

口117]

1 土 器 縄中後

石  器

1 土  器 縄中後

64
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 ‖寺 |に 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  |ヽ 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺
物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 ft 備考

実
測
図
番
号

土  器 縄中後 土  器 縄中後 土 器 縄中後

1

2

3

1

1

5

7 1

縄中中

耐[中後 石  器

1 土  器 縄中後

3

1

1

5

7

1 fJ|l'1, '1,

縄中後

1 4

5

7

黒lllll石

L器 ポL中 後

7 1

2

3

4 1

5

6 3

7

5

7
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 rlTi 口寺  ft 備考

実
測
図
番

号

2住 土 器 縄中後 2住 土  器 縄中後 2僧 : 土  器 縄中後

5

6

7

1

石  器

1 土 器 縄中後 5

1

3 1

5

5

7 石  器

1 土 器 縄中後

5

6

石  器 ffi[r[ {t
1 土  器 縄中後 縄中後

2

3 縄中後

4

5 1

6

7

9 縄後 ?

縄中後

木 炭

1 土  器 縄中後

1

縄後 ?

黒曜石

土  器 縄中後

1 1
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 千ヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
口万

器  種 口寺  ft 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

211i 1 土  器 網L「トイ炎 2住 7 土  器 耐L中後 土  器 縄中後

1 4

2

5

6 縄中中 ?

7 1 縄中後

1

1

1

1

1 1

4

縄中後

7

1

2

4 縄中中 1

縄中後

1

7 f{l{r$ r

縄中後

1

1

1 5

7 1

2
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 ‖寺 fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 口寺  |ヽ 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 ‖寺 fに 備考

実
測
図
番
号

土  器 縄中後 3住 1 土 器 fft{rrlr 1 7 石  器

縄中後 黒曜石

fJ[!rp rlt

fJ[{r r[r r 1 土  器 fil[! t,l:t t,l t

1 5 縄中中 2 縄中初

3 刑L中 後

7 縄中中 ? 4

縄中初 5

1 7 6 fJ[! tJt rlt

1

縄中後 組「|:後

耐L中初

4

縄中初 1 5

6 黒曜石

1 1 土  器 剖L中 後

2

石  器

4

1 5

2 6

3 1 土  器 縄中後 7

4 fillitlt t,lt

5 網l中 中 ? 9

6 縄中中

1 1 石  器 世1石

2 土  器 縄中後 石  器

3

4

5

6 土  器 縄中後

7

縄中中

SlalLIIA

紹L中 イ麦

fJ[! t'l't t,l't

網L中 後

部L中後

fJljrP rlt

frlf t,fr t,[t 石  器

1 土 器 縄中後 黒曜石

縄中後 石  器

ffirprlt 石  器 1 土  器 利L中 後

1

縄中後 1 土  器 率L中初

1 fJ[rP {t
縄中後

5 石  器 fJll t{:t t{:t

fJ[!rP rlt 6 縄中後

縄中後 7

ftl[!{t rlt

9
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出

上
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所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 ‖寺 1に 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 千ヽ 備考

実
測
図
番

号

出

土

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 ‖寺 千ヽ 併1考

実
測
図
番
号

土  器 剖せ中後 4住 土  器 膠L中 中 4住 土  器 紺L中後

耐L中後

fJ[ t,lt t]t fJ[!tf t:lt

1 網せ中後

3 7 紺l中後

4 6 1 石  器

5 1 土  器 縄中後

6 2

7 3 fJllrP {t

9 1 5 石  器

6

縄中中 1 土  器 紹1中後

縄中後? 縄中後 2

組中後 3

4

5

6

7

1

1

flllrf {:r 1

1 縄中後

3 fJ[! ']:t {:t 
z

ftl[!rlt t{t 4 縄中後

7 1

都L中 後 2 fifi{r{r
3 縄中後

4

5

6

7

1 1

2

fJ[!{:t t{t fllltf t{t

5 縄中後

尉L中 後

7 1

5

fJ[!r[ {:r

率[中後

縄中中

1

尉1中 後
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出

上
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所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 口寺  fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  |ヽ 備考

実
測
図
番
号

4住 土  器 縄中後 4住 土  器 縄中後 4住 1 土  器 縄中後

2

3

4

5

6

7

8 石  器

1 土  器 剖L中後

縄中中 5 2

縄中後

4

5

6

縄中後 7

縄中後 縄中中 1

縄中中 縄中後

縄中後

4

ffi{rrJr 5

縄中後 6

7

縄中後 ?

縄中後 1 石  器

1 土  器 縄中後

縄中中 ? 2

縄中後

縄中中

縄中後 縄中中 炉 1 石  器

縄中後

石鏃

土  器 縄中後

6 fJl! t{t t{t

縄中後

1

表 1

7

7

縄中中 石 器

縄中後

縄中中 外東 1 土  器

縄中後 縄中後
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出

上
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所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 ‖寺 ft 昴i考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番

号

器 種 田寺  fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

土

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 田寺  ft 併i考

実
測
図
番
号

外束 4 土 器 組中後 5住 土  器 縄中後 5住 6 土  器 編l畔:`麦

5 7

6

7

1

f,[S'1'
縄中後

1

2 縄中中

縄中後

1 1 4

5

6

4 7

1

6

7

1

4

1

6

7

黒曜石

1 二L  器 縄 中後 9

1

縄中中

縄中後

1 fift{r{r
ポu中 イ麦 耐L中 中

1

網L中 中 ? 縄中後 縄中中

5 縄中後 縄中後

4

6 f{lt{t {:t

7 縄中後

1

9

fflrJr {t
縄中後

1 縄中中

縄中後

6 石  器

黒曜石

1 土  器 縄中後

縄中中

6 1 縄中後
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出

上
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所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号
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実
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図
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出
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所

遺

物
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号

細

番
　
号

器 種 田寺 ft 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 TTl ‖寺 fヽ

“

I考

実
測
図
番
号

5住 土  器 縄中後 5住 縄中中 土  器 府1中 後

1

縄中後 fJlltlt {t
ぶせ中後

fii[! rP r[:t 4

縄中後 5

黒曜石 7

8

土  器 縄中後 黒曜石

1 土  器 縄中中

1 耐L中後

縄中中

縄中後

5

7

7

frflt]t rlr

縄中後

縄中中 ftlllt{t t{t

縄中後 縄中後

縄中中

紺L中 後 ffilrf {:t

ポL中後

黒曜石 1

石 器

1 土  器 縄中後

4 1

5

6

7

ffirprfr

縄中後
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上
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所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器  種 ‖寺 fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器  種 ‖寺 fに

“

市考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  fに 備考

実
測
図
番
号

石  器 紹せ中後 5住 石  器 第lJi城 覆土 土 器 縦L中後

1 胆1石

表採 1 石  器 石 匙

第lJl坂 覆土 1 土  器 t$,lr1ti

7

fJfit{t$ r

絆L中後

耐回lr卜 ?

紹L「卜t刀 ? 組 中後

縄中後

l 石  器 fJ[rf {t
網L中後

世1石

fJ[r[$ r

絆L中後
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上
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所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  |ヽ 備考

実
測
図
番
号

第1土城 顕土 土  器 縄中後 第1土壌 覆土 土  器 縄中後 第1土坂 覆土 235 土 器 縄中後

236

239

127

249

250

252

255

256

257

259

202

縄中中 ? 263

縄中後 264

205 265

206 266

269

fJ[rP {:t

272 絆L中後

275

217 277

278

220

163 283

224

286

287

228

290

231

232

293

294

-138-



出

上
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所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 fヽ 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  ft 11考

実
測
図
番

号

第1土壊 覆土 295 土  器 縄中後 1 土  器 縄中後 6住 7 土  器 縄中後

296

299

303 fl[ t'lt tJt

黒曜石 組中後

305

陶 器 江 戸 灰 Flll

石  器

1 1 土  器 縄中後

石  器

黒曜石 ffirlrrlr
1 土  器 縄後 ? 縄中後

縄中中 縄中後

縄中後

1

縄 :11'11

縄中後

7

石 器 横刃

石錘

1 土  器 縄中後

5

1 fffllt{:t {t 6

縄中後 7

9

黒lllfl石

土  器 縄中後

石  器

黒曜石

1 二L 器 縄中後

8 1

1

2 fSr{r rlr

3 縄中後

5
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出

上
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所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器  種 ‖寺 fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 H寺  千ヽ 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 fヽ

“

i考

実
測
図
番
号

土  器 耐せ中後 6住 土  器 ffirlt$; 6付 土 器 耐L中 後

縄中中 縄中中 ?

縄中後 $L,,lrih.

1

2 黒曜石

3 黒曜石

4 土  器 縦中後

縄中中 ? 5

縄中後

縄中中 1

縄中後

5 {'Jllt:[ tl

6 紺L中後

7

fJ[t]t tlt I

膠[中後

ffl[!{:t rP r

縄 llイ麦

黒曜石

1 土 器 縄中後

4 1

fi[{t tf r
石  器 7 fJ[!rP {:t 1

1 fi$r:ltlft fJ[!$t]:t z

糾L中後

1 土  器 縄中後 1

fJ[!rf rf,t

組中後

5 耐せ後 ?
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 千ヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 口寺  fヽ 併1考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 口寺 ft 備考

実
測
図
番
号

6 土 器 紹1中 後 6住 土  器 率L中後 6住 土  器 膠L中後

7 filllt{t{ r

縄中後

9

黒曜石

1 土 器 絆L中後

2 fJll t,lt tlt

耐じ中後

4

5

1

2

3

4

1

2

3

4

5 利じ後 ?

6 耐u中 中 ?

7 縄中後

8

ffll!{t rlt

耐L中後

fJ{ltlt{ r

1 縄中後 石  器 世1石

黒曜石

土  器 網L中後

1

fJ[ r.l t t]t f{l r! {:t
耐L中後 耐L中 後

縄中中

縄中中 f{l'1'14

縄中後
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺 子に 備考

実
測
図
番
号

6住 土  器 縄中後 6住 1 土 器 縄中後 6住 土  器 利1中後

4

6

7

fJll {:t rf r

縄「|:後

1

縄中中

縄中後

1 鉄 器

土  器 編L中後

1 黒曜石

1 土  器 縄中後

1

石  器 1

1 土  器 縄中後

石  器

4 1 土  器 糾l中後

5

6

7 1

石  器

1 土  器 fi[{t l.|l z

1 石  器

2

4

5

6 表 1 土  器 縄後 ? 7

7 ffll! t{:t t{:r

縄中後

石 器 1

黒1程石 2

4

5 黒曜石
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所

遺

物

番

号

細

番

号

器 種 口寺  fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上
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所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 口寺  fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番

号

器 TIT_i 口寺  fヽ 備考

実
測
図
番
号

61・ li 表 黒曜石 6住 表 土 器 縄中後 7住 土 器 縄後 ?

上  器 編[後 ? 1 絆[中 後

耐L中後

石  器

土  器 都L後 ?

石  器

上  器

耐L中後

7イ主 1 1

1

7

縄後 ?

縄中後

1

7

縄中後 ?

縄中後

縄後 ?

縄 :中 後

縄中中 ?

石  器 石 匙

上  器 膠l後 ?
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上

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時  代 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器  種 ‖寺 ft ,1考

実
測
図
番
号

十  器 紹1中 後 7住 3 土  器 縄中後 7 土  器 耐L中後

6 1

fJ[ t{t t]t

府L:Ⅲイ麦

7

fJllrfrf r

黒曜石 黒曜石

7 1 土 器 縄中後

2 1 土  器 糾L中 後

3

5

6

7

8

fJ[!rlt r:ft

縄中後

黒曜石

土 器 紹L中 後

5 1
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出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器  種 ‖寺 fヽ 併i考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 口寺  fヽ 備考

実
測
図
番

号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  lに 備考

実
測
図
番
号

土  器 耐[中後 7住 土 器 府l中後 71il 石  器 石 匙

1 ‖‖石

2

1 3 凹石

2 4 叩石

表拐 1 土  器 縄中後

4 filfl rl:t t{t ? 2

5

6 耐せ中後 1

7 5

1

2

4

5

6

7 陶  器 平  安 灰和1

土  器 ffflrlr {r
縄中後

1

縄中後

fJ[{ r:lr

縄中後

1

81_l: 1 1

5

6

7

8

9

1
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出

上

場

所

過

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

土

場

所

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

器  種 ‖寺  fヽ 備考

実
測
図
番

号

出

土

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 田寺  千ヽ 11考

実
測
図
番
号

11  2号 網 中後 8住 土  器 縄中後 8住 5 土  器 縄中後

1

4

5

縄後 ? 黒曜石

縄中後 1 土 器 縄中後

縄中中 ? 石  器

1 縄中後

2 1 土 器 縄中後

2 fJllt{t {t
1 3 縄中後

黒曜石 5

1 土  器 縄中後

黒曜石 7

1 土  器 縄中後 4

1

5

7

1

陶 器 明  治 灰釉 縄中中 ?

白磁器 碗 縄中後

1 土  器 縄中後

5

石  器

1 土  器 縄中後

1

1 縄中中

2 縄中後 4

1 5

1

7

5

1 5

1

5

縄後 ?

-146-



出

上
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所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

過

物

番

号

細

番
　
号

器 種 口寺  fヽ 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時  代 備考

実
測
図
番
号

8僧 : 縄中後 9住 土  器 縄中後 9住 土  器 縄中後

黒 Flli石

5 4 1 土  器 縄中後

6

7

耐L中 中 ? 5 縄中後

1 縄中後 縄後 ? 縄中中 ?

縄中後

縄中後

縄中中 6 1 縄中中

耐l中後 縄中後

糾l中 中 ?

縄中後

1 縄後 ?

2 縦L中後

7 1 縄中後

耐卜F中 1

組中後

黒曜石

縄中中 ? 土 器 縄中後

縄中後

5

7 ffirf rf ?

綱L中後

膠l後 ?

fJlltl'1*

縄中中 ?

縄中後

黒曜石

土  器 縄中後

1

Ji 器 糾1中後 6

f${r { r
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縄後 ? 縄後 ?
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土  器 縄中後 Al卜21 覆土 1

1 石  器

l 土  器 縄中後

fJ[fi rlt

縄中後

1

1 石  器

土  器 縄中後

1 1

1 縄中中

縄中後

1

4

5

7

縄中中?

縄中後

1 縄中後?

縄中後 縄中中

ffif rJr 縄中後

縄中中 ?

5 縄中後

7

1 f{!$ rfr

1 縄中後

4

5 1

7 縄中後?

1 縄中後

9

縄中後?

1 縄中後
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図
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号

A15・21 覆土 土  器 編せ中後 Al卜 21 覆土 土  器 縄中後 A16・ 19 1 土  器 部L中後

fJ[! t{t t'lt

縄中後

6

土  器 縄中後

1

fI[t]t tlt

絆l中後 ?

5 耐[中後

6 ffirprfr
7 縄中後 ?

耐[中後

9

縄  後

紺L中後

縄後 ?

1 編L中後

2 ff{lrl:t r,fr

3 滲L中後

4

5

ftill{t {t
縄後 ? 石  器 7 縄中後

絆1中 後 凹石

土  器 縄中後

表採 1 紺1 後

縄後 ?

石  器

A16・ 19 1 土  器 縄中後 1

1

縄中中

4 綱L中後

5

6 1

7

9 縄中中
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図
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号

A16・ 19 5 土  器 縄中後 A16‐ 19 土  器 縄中後 A16・ 19 土  器 組中後

7

5 縄中中 ?

縄中後 1

1

l 土  器 縄中後 土  器 fJ[,{t{ r

縄中後

縄中中

縄中後 fti[r!{ r
7 耐L中後

耐1:ll rll

1 縄中後

l

1

1

1 縄後 ?

縄中後

1

4

1 5 1 f$'1'f{
縄後 ?

縄後 ? 7 縄中後

縄中後 4

5 耐L中 中

l 縄後 ?

2 絆[中 後

縄後 ? 3

1 陶 器 平安 灰釉

土  器 縄中後 5

6

縄後 ? 1

1 縄中後 2 耐L中後 ?

縄後 ? 1 縄中後

縄中後

1 4

5

3 縄中中 6

1 縄中後 7

2 縄  後 縄中後 縄中後

縄中後 耐[中後 ?

縄中後

縄後 ?

1 斜l中後

陶 器 明治 ? 灰釉 1

土  器 縄中後
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実
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図
番
号

A16・ 19 1 土  器 縄中後 A16・ 19 土 器 縄中後 A16・ 19 覆土 土  器 縄中後

1 綱L後 ?

縄中後

1

flllt{t t{t

組後 ? 縄中後

網[中後

1 討1可コイ炎

縄後 ?

縄中後

l

1 石  器

3 fi{lrf {:t ?

1 都道;中

`麦5 凹石

覆土 1 土 器 耐Lr卜 中

縄中後

4

1 5 ffirf $ z

絆1中後

ffi[!rp {t
fflll tJt {:r 縄中後

ポL中 後 ffl{!rP {:r 縄後 ?

縄中後 縄中後

ffi{{:r
縄中後 縄中中

縄中後

縄中中

耐L中 中 討L叫1:II?

縄中後 縄中後

都L中後

ffi{r{r ?

紺L中後

縄中中 ?

縄中後

耐urll中

綱l中後 ? 縄  後

縄中後 fJllrp {r
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A1619 覆土 土  器 縄中後 A16・ 19 覆土 土 器 縄中後 A16・21 覆土 土  器 縄中後

縄後 ?

縄中後

fi{[!rP {:r

f$l r{r rlr 紹L中後

縄中後 fJ[! t,lt tJt

土  器 縄中後 縄中後

ffir! rlr ?

縄中後

石  器

A16‐ 21 131土 1 土 器 縄中後

耐1「[:中 2

縄中後

ffirf ':lt

紺せ中後 5

縄中中 6

縄中後 7

8

ffirf { z

縄中後

fJll t,fr {:t

縄中中 ? 耐l中後

縄中後

fJllr! rlt

糾1中後

縄後 ?

縄中中 ? 縄中後

縄中後

157

縄中中 ?

fJll'f i*
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号

A16‐ 21 槻土 土  器 縄後 ? A1633 表採 土  器 縄中後 A2)21 土  器 縄中後

縄中後

石  器

A18・ 30 1 土  器 縄中後

4

5

氾 1‐ 22 1 石  器

5

土  器 縄中後

A21・28 1 縄中後

絆l後 ?

表採 1 縄中後

137

A22・ 23 木 炭

A23・ 21 l 土  器 縄中後

耐じ 後

縄中後

紺L後 ?

蒋l中後

率[中 中

縄中後

黒曜石

陶 器 江 戸 灰釉

土  器 fJlltlt{ r

A1033 衣採 1 縄中後 土 器 縄中後

4

5

6

7 土師器 ?
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A2321 石  器 縄中後 土 器 縄中後 ? 1 土  器 縄中後

縄中中

縄中後

ftlll t{t t lt

綱[後 ?

縄中後

縄中中 ?

縄中後

縄中中 fJll {t tft

縄中後 102 縄中後

縄中中 rfillt]t rlt

縄中後

磁  器 大 正 染付 縄中後

石  器

縄中中

」石 縄中後

縄中中 1 f{lr[ rlt

縄中後

縄中中

縄中後

縄中中

縄中後 6

土  器 f,S'1ri{ 縄中中 ?

木 炭 縄中中

1 1 土  器 縄中後 石  器 凹石

土  器 縄中中

4 縄中後

5

6

7

縄中中

縄中後

縄後 ? 縄中中 ?

縄中中

ffi{r rfr 縄中後

縄中後

縄中中

縄中中

縄中後

縄中後

縄中中

縄中中

縄中後

縄中後
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細
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器 種 ‖寺  lt 備考

実
測
図
番
号

土  器 縄中後 1 土  器 縄中中 土  器 ∬[:中 rII

縄中後

縄中中

縄中後 ?

縄中中

土  器 縄中後 土  器 縄中後

縄中中 ?

石  器

土  器 縄中後

縄中中 ?

縄中後

石  器 縄中中

土師器 ?

土  器 縄中後

縄中中

縄中後

1 縄中後

縄中中

縄 :1中 ?

1 縄中後 縄中後

縄中中

縄中中 ?

縄中後

7 縄中中 ? 1 縄中中

縄中後

縄中後

縄中中

縄中中

不  明

土  器 縄中後 府1中後

ffi{r{r ?

縄中中

1 1 土 器 ftlllt{:t rfit 上 器 縄中中 5 縄中後

縄中後

fi[t{t tJr 7

縄中後 ffirf { ?

縄中後 ?

6 縄中中

7 縄中後

1 6 1 縄嗜:lⅢ

縄中中

3

4

5 縄中後

縄中中 ?
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実
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図
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7 土  器 縄中後 土  器 縄中後 土 器 fJ[rP {t

縄中中 ?

縄中後 1

縄中中 ?

縄中後

縄中中 石 器

縄中後 1 土  器 縄中後 縄中後

縄中中 ? 縄中中 ? 縄中中

縄中中 縄中後

縄中後 4 縄中後

5

6 ffitf {t ?

7 縄中後

8

1

1

5

1 1 fS'f'4,

縄中中

縄中後

1 縄中中 ?

7

縄中後 ?

縄中後

7

縄中後 ?

縄中後 fJll{:t tJt

縄中中

縄中後

縄中後

縄中中 1 ffi$rfir

縄中後 2 縄中中 ?

縄中後 1

4

1 5

縄中中 ? 縄中中 ?

縄中中 縄中後 ? 5

縄中後 1 縄中後 6

縄中中 7

8

一-210-―



出

土

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

出

上

場

所

遺

物

番

号

細

番
　
号
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実
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図
番
号

土 器 縄中後 1 土  器 縄中後 石  器

朱彩

1 土  器 縄中後

縄後 ?

縄中中

縄中後

縄中中 ?

縄中後

1 石  器

4 1

土 器 縄中後

縄中中

縄中後

縄中後 ?

石  器

1 土  器 縄中後

縄中中

縄中後

石  器 凹石

1 1 土  器 縄中中 ?

縄中後

4

5 縄中中

6 耐L中後

7

紺L中 中

石 器
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実
測
図
番
号

土  器 縄中後 土 器 縄中後 土  器 縄中後

fJ[rP rP 7

縄中後

1

黒曜石

土  器 縄中後

木 炭

1 土  器 縄中後

5 1

4

黒曜石 5

土  器 縄中後 6

7

1

1

2 縄中後 ?

縄中後

4 黒曜石

5 1 土  器 縄中後 黒曜石

1 土  器 縄中後
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物
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号

器 種 ll寺  fヽ 備考

実
測
図
番
号

上  器 紺L中後 土 器 縄中後 土  器 縄中後

4

5

7

黒曜石

1 土  器 縄中中

縄中後

ftlllt{t tlt ?

縄中後

耐L後 ? 縄中中 ?

絆L中 後 縄中後

縄中中 ?

縄中後

縄中中 ?

縄中後

石  器

土  器 縄中後

縄中中

縄中後

石  器

1 土  器 縄中後

4

5

7
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号

細
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号

器  種 ‖寺 fヽ 備考

実
測
図
番
号

土 器 縄中後 土 器 縄中後 土  器 縄中後

朱彩

黒曜石

土  器 縄中後

石 器

土  器 縄中後

石 器

土  器 縄中後

石  器

1 土  器 縄中後

ffi{r {r z

縄中後

5

6 耐毯中中 ?

7 fl{!{r r{:t

縄中後

1

縄中中 ? 5
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物
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細
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号

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

土  器 縄中中 土  器 縄中後 土  器 縄中後

縄中後

石  器

1 土  器 縄後 ?

縄中後

7

縄中中 ?

縄中後
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実
測
図
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号

土  器 縄中後 1 土  器 縄中後 2 土 器 糾L中後

縄後 ?

お世中後

1

1

ffirlr{r ?

耐[中後

1 縄後 ?

ff{rf {t

縄ヰ:後

4 1 耐[後 ?

縄中後

磁  器 染 付

1 1 土  器 縄中後

4

5

6
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図
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物
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号

細

番
　
号

器 種 ‖寺  fヽ 備考

実
測
図
番
号

土  器 甜L中 後
次
レ 土  器 縄中後 7 1 土  器 縄中後

1 縄後 ?

5 1 2

3 縄中後

4

5

6

7

1
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器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

土  器 縄中後 土  器 縄中後 土  器 縄中後

l 縄中中

組中後

縄後 ?

縄中後

縄後 ?

縄後 ?

縄中後 縄中後 縄後 ?

縄中後

縄 後

縄中後

縄 後

縄後 ?

縄中後

縄後 ?

縄中後 1 縄中後

縄中中 縄中中

縄中後 縄中後

縄後 ?

縄中後

縄中中 ?

縄中後

耐1中 中

縄中後
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土  器 縄中後

1

石  器 横刃

1 土  器 縄中後

7
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報 告 書 抄 録

ふ  り が な はらいせき

童
自 名 原 遺 跡

百
田 童

日 名 山室地区中山間地域総合整備事業・県道芝平高遠線原組バイパス新設工事

巻 次

シ リ ー ズ 名 埋蔵文化財緊急発掘調査報告書

シ リー ズ 番 号

編 著 者 名 友 野 良 一

編 集 機 関 高遠町教育委員会

所 在 地 〒396-0292 長野県上伊那郡高遠町大字西高遠2360番地 密0265-94-2557

発 行 年 月 日 西暦1999年 3月  日

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド Jヒ   糸拿 東  経
調査期間

調査面積

rr12
調査原因

市町村 遺跡番号

は ら い せ き

原  遺  跡

たかとおまちやまむろはら

高 遠 町 山 室 原

385 2050 平成 8年

11月 27日

S

平成10年

4月 30日

1万2千 山室地区

中山間地

域総合整

備事業・

町道芝平

高遠線原

判巳バノfパ

ス新設工

事

所 収 遺 跡 名 種  別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

原 縄文時代

平安時代

縄文時代中期の

竪穴式住居址

30基

平安時代の竪穴

式住居址 3基

掘立建物址 2基

縄文時代中期の

深鉢式土器

浅鉢式土器

平安時代の

土師器

灰釉陶器

須恵器

各時代の遺物が出

土しており、複合

遺跡の位置付けが

確証された。
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図  版





図版 1

第1次調査 第1号住居址

第1次調査 第2号住居址
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図版 2
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第2次調査 第1号住居llL

第2次調査 第2号住居址 。第12号住居址 。第13号住居址
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図版 4

第2次調査 第3号住居址

第2次調査 第4住居址
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図版 5

第2次調査 第5号住居址

第2次調査 第6号住居址
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図版 7

噂
■■I

. F■
,.1■

P

1ヽ
,`  ,|,

■ |ド

奮羊il:

鑽 t

楓慧鐵

ヽ
ニタ 嚇 覇 謝 罐 ず "tも

｀

第2次 調査 第9号住居址
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図版 9
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図版 12

第2次調査 第20号住居址

第2次調査 第21号住居址
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図版 13

第2次調査 第22号住居址

第2次調査 第23号住居址 。第24号住居址
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第2次調査 第25号住居址

第2次調査 第26号住居址
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